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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを出力する出力装置で出力するための複数の画像データを、各画像データを識別
するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前記複数の画像データを個別のフォル
ダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶するとともに、各フォルダのフォル
ダ識別情報を記憶する記憶手段と、
　記憶手段に記憶されるフォルダ識別情報を読み出し、読み出したフォルダ識別情報を出
力装置に送信する第１の送信手段と、
　第１の送信手段によって送信されたフォルダ識別情報の中から選択されたフォルダ識別
情報を出力装置から受信する受信手段と、
　受信手段によって受信されたフォルダ識別情報が示すフォルダに分けられた画像データ
の画像データ識別情報を記憶手段から読み出し、読み出した画像データ識別情報を、前記
受信されたフォルダ識別情報に基づいて定まる配列順序に従って配列した画像データリス
トを生成する生成手段と、
　生成手段によって生成された画像データリストを出力装置に送信する第２の送信手段と
を含み、
　前記記憶手段は、各画像データが示す画像が撮影された撮影日時であって、各画像デー
タが生成された撮影日時を表す日時情報を記憶し、
　前記記憶手段に記憶されるフォルダ識別情報は、画像データが生成された日付を表す日
付情報または催しの名称を表す催し名称情報のいずれかを含むフォルダ識別情報と、日付



(2) JP 5119288 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

情報および催し名称情報のいずれも含まないフォルダ識別情報とがあり、
　前記生成手段は、
　　前記受信されたフォルダ識別情報が日付情報または催し名称情報のいずれかを含むと
き、画像データ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の昇順に配
列した画像データリストを生成し、
　　前記受信されたフォルダ識別情報が日付情報および催し名称情報のいずれも含まない
とき、画像データ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の降順に
配列した画像データリストを生成することを特徴とする携帯端末装置。
【請求項２】
　データを出力する出力装置と、出力装置で出力するための複数の画像データを、各画像
データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前記複数の画像データを
個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶するとともに、各フォ
ルダのフォルダ識別情報を記憶する携帯端末装置とを含み、
　出力装置は、携帯端末装置に記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォルダ識別
情報の中から出力すべきフォルダのフォルダ識別情報を選択し、
　携帯端末装置は、出力装置が選択したフォルダ識別情報が示すフォルダに分けられた画
像データの画像データ識別情報を、該選択したフォルダ識別情報に基づいて定まる配列順
序に従って配列した画像データリストを生成し、
　出力装置は、携帯端末装置が生成した画像データリストに配列された配列順序で画像デ
ータを順次出力し、
　前記携帯端末装置は、各画像データが示す画像が撮影された撮影日時であって、各画像
データが生成された撮影日時を表す日時情報を記憶し、
　前記携帯端末装置に記憶されるフォルダ識別情報は、画像データが生成された日付を表
す日付情報または催しの名称を表す催し名称情報のいずれかを含むフォルダ識別情報と、
日付情報および催し名称情報のいずれも含まないフォルダ識別情報とがあり、
　前記携帯端末装置は、
　　前記選択したフォルダ識別情報が日付情報または催し名称情報のいずれかを含むとき
、画像データ識別情報を前記日時情報が示す撮影日時の昇順に配列した画像データリスト
を生成し、
　　前記選択したフォルダ識別情報が日付情報および催し名称情報のいずれも含まないと
き、画像データ識別情報を前記日時情報が示す撮影日時の降順に配列した画像データリス
トを生成することを特徴とする情報出力システム。
【請求項３】
　データを出力する出力装置と、出力装置で出力するための複数の画像データを、各画像
データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前記複数の画像データを
個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶するとともに、各フォ
ルダのフォルダ識別情報を記憶する携帯端末装置とを含む情報出力システムで実行される
情報出力方法であって、
　出力装置が、携帯端末装置に記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォルダ識別
情報の中から出力すべきフォルダのフォルダ識別情報を選択する選択ステップと、
　携帯端末装置が、選択ステップで選択されたフォルダ識別情報が示すフォルダに分けら
れた画像データの画像データ識別情報を、該選択されたフォルダ識別情報に基づいて定ま
る配列順序に従って配列した画像データリストを生成する生成ステップと、
　出力装置が、生成ステップで生成された画像データリストに配列された配列順序で画像
データを順次出力する出力ステップとを含み、
　前記携帯端末装置は、各画像データが示す画像が撮影された撮影日時であって、各画像
データが生成された撮影日時を表す日時情報を記憶しており、
　前記携帯端末装置に記憶されるフォルダ識別情報は、画像データが生成された日付を表
す日付情報または催しの名称を表す催し名称情報のいずれかを含むフォルダ識別情報と、
日付情報および催し名称情報のいずれも含まないフォルダ識別情報とがあり、
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　前記生成ステップにおいて、前記携帯端末装置は、
　　前記選択されたフォルダ識別情報が日付情報または催し名称情報のいずれかを含むと
き、画像データ識別情報を前記日時情報が示す撮影日時の昇順に配列した画像データリス
トを生成し、
　　前記選択されたフォルダ識別情報が日付情報および催し名称情報のいずれも含まない
とき、画像データ識別情報を前記日時情報が示す撮影日時の降順に配列した画像データリ
ストを生成することを特徴とする情報出力方法。
【請求項４】
　データを出力する出力手段と、出力手段で出力するための複数の画像データを、各画像
データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前記複数の画像データを
個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶するとともに、各フォ
ルダのフォルダ識別情報を記憶する記憶手段と、コンピュータとを含む情報出力システム
に含まれるコンピュータに、
　記憶手段に記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォルダ識別情報の中から出力
すべきフォルダのフォルダ識別情報を選択する選択ステップと、
　選択ステップで選択されたフォルダ識別情報が示すフォルダに分けられた画像データの
画像データ識別情報を、該選択されたフォルダ識別情報に基づいて定まる配列順序に従っ
て配列した画像データリストを生成する生成ステップと、
　生成ステップで生成された画像データリストに配列された配列順序で画像データを順次
出力手段に出力する出力ステップとを実行させるためのプログラムであって、
　前記記憶手段は、各画像データが示す画像が撮影された撮影日時であって、各画像デー
タが生成された撮影日時を表す日時情報を記憶し、
　前記記憶手段に記憶されるフォルダ識別情報は、画像データが生成された日付を表す日
付情報または催しの名称を表す催し名称情報のいずれかを含むフォルダ識別情報と、日付
情報および催し名称情報のいずれも含まないフォルダ識別情報とがあり、
　前記生成ステップでは、
　　前記選択されたフォルダ識別情報が日付情報または催し名称情報のいずれかを含むと
き、画像データ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の昇順に配
列した画像データリストが生成され、
　　前記選択されたフォルダ識別情報が日付情報および催し名称情報のいずれも含まない
とき、画像データ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の降順に
配列した画像データリストが生成されることを特徴とするプログラム。
【請求項５】
　請求項４に記載のプログラムを記録したコンピュータ読取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記憶している画像情報を表示装置などの他の装置に表示することができる携
帯端末装置、情報出力システム、情報出力方法、プログラムおよび記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワークに接続された機器は、その機器に保存されている複数の写真を、同ネット
ワーク上の別の機器で表示・閲覧することが可能である。たとえば、ネットワークに接続
された機器は、写真を画像データのファイルとして記憶し、ファイルには撮影時刻および
写真のタイトルなどの情報が付加されている。ネットワークに接続された機器は、これら
の情報に基づいて、写真を撮影した日時の古い順もしくは新しい順、または写真のタイト
ル順、たとえばあいうえお順あるいはＡＢＣ順などの見出し語順に、写真を並べ換えて、
順次ネットワーク上の別の機器に送信して、表示・閲覧可能とする。
【０００３】
　たとえば、第１の従来の技術として、特許文献１に記載されるサービス提供システムが
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ある。このサービス提供システムでは、日記サービス提供サーバは、ネットワークハンデ
ィカムによって撮影された画像の画像データに基づいてウェブ（以下「Ｗｅｂ」という）
ページを作成し、情報端末装置からの操作に応じて、画像が撮影された撮影日時および撮
影場所に関連する情報を日記として画像データに付加する。情報端末装置は、日記サービ
ス提供サーバによって作成された該ユーザの日記リストをディスプレイに表示し、ユーザ
は、表示された日記リストの中から所望する日付の項目を選択することによって、選択し
た日付の日記ファイルを順次閲覧することができる。日記ファイルには、画像データのサ
ムネイルと日記とが含まれる。
【０００４】
　第２の従来の技術として、特許文献２に記載される画像処理サーバがある。この画像処
理サーバは、画像処理サーバにアップロードした静止画あるいは動画に基づいて閲覧用ア
ルバムのホームページを作成し、携帯端末による人気投票の投票結果に基づいて人気の高
い画像だけを人気の順位の高い順序で携帯端末に送信して表示する。
【０００５】
　第３の従来の技術として、特許文献３に記載される画像処理装置がある。この画像処理
装置は、操作者ごとに画像データファイルを記憶するとともに、画像データが使用された
履歴を表す履歴データファイルを操作者が所属するグループごとに記憶する。操作者が同
じグループの他の操作者が使用したファイルを探すとき、画像処理装置は、ファイルを探
す操作者が所属するグループの履歴データファイルを優先順位に従って表示するので、操
作者はその中から所望のファイルを容易に探し出すことができる。
【０００６】
　第４の従来の技術として、特許文献４に記載される画像形成装置がある。この画像形成
装置は、複数のアプリケーションと、通信プロトコルごとに設けられる複数の通信プロト
コルデーモンとを有し、各アプリケーションは、印刷データあるいは画像データなどのデ
ータの送受信を行う通信プロトコルの通信プロトコルデーモンを介して、ネットワークと
データの送受信を行う。
【０００７】
　第５の従来の技術として、特許文献５に記載されるデータ処理装置がある。このデータ
処理装置は、ネットワークに接続された機器を表す情報を画面に表示するとき、サーバ機
能を有する機器については、予め作成されている管理テーブルに基づいて、サーバ機能を
有することを意味する形状を有するアイコンにて表示する。あるいはライセンスサーバお
よびライセンスを受けているクライアントを、それぞれのアイコンにて表示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００４－３２１２９号公報
【特許文献２】特開２００４－７０６１４号公報
【特許文献３】特開２００６－８０７４７号公報
【特許文献４】特開２００４－１４２５号公報
【特許文献５】特開２００１－１０９５５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、第１の従来の技術は、撮影された画像の画像データに基づいてＷｅｂペ
ージを作成して、情報端末装置の操作によってサムネイルおよび日記を順次閲覧可能とす
るものであり、また、第２の従来の技術は、アップロードされた静止画あるいは動画に基
づいて閲覧用アルバムのホームページを作成し、携帯端末の操作によって人気の順位の高
い順序で画像を表示するものであり、いずれの従来の技術も、複数の写真を一覧にして閲
覧させることはできない。また、第３の従来の技術は、履歴データファイルを優先順位に
従って表示するものであるが、ファイルあるいはフォルダの種類に応じて、一覧で表示す
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るファイルの順序変更することはできない。
【００１０】
　第４の従来の技術は、データの送受信を制御するものであり、また、第５の従来の技術
は、ネットワークに接続される機器のうちサーバ機能を有する機器を所定のアイコンで表
示するものであり、第４，５の従来の技術は、印刷データあるいは画像データなどのデー
タの表示を制御するものではない。
【００１１】
　第１～第３の従来の技術は、予め定められている順序に従って閲覧しなくてはならず、
たとえば、誕生日会などの写真のようなストーリー性があるような複数ファイルに対して
も、古い順ではなく新しい順で見たり、または、新しい順で見たいものを古い順で見なく
てはならないという問題がある。
【００１２】
　本発明の目的は、画像などのデータをネットワークに接続された別の装置に出力すると
き、どのような順序で出力するかを簡単に変更することができる携帯端末装置、情報出力
システム、情報出力方法、プログラムおよび記録媒体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、データを出力する出力装置で出力するための複数の画像データを、各画像デ
ータを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前記複数の画像データを個
別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶するとともに、各フォル
ダのフォルダ識別情報を記憶する記憶手段と、
　記憶手段に記憶されるフォルダ識別情報を読み出し、読み出したフォルダ識別情報を出
力装置に送信する第１の送信手段と、
　第１の送信手段によって送信されたフォルダ識別情報の中から選択されたフォルダ識別
情報を出力装置から受信する受信手段と、
　受信手段によって受信されたフォルダ識別情報が示すフォルダに分けられた画像データ
の画像データ識別情報を記憶手段から読み出し、読み出した画像データ識別情報を、前記
受信されたフォルダ識別情報に基づいて定まる配列順序に従って配列した画像データリス
トを生成する生成手段と、
　生成手段によって生成された画像データリストを出力装置に送信する第２の送信手段と
を含み、
　前記記憶手段は、各画像データが示す画像が撮影された撮影日時であって、各画像デー
タが生成された撮影日時を表す日時情報を記憶し、
　前記記憶手段に記憶されるフォルダ識別情報は、画像データが生成された日付を表す日
付情報または催しの名称を表す催し名称情報のいずれかを含むフォルダ識別情報と、日付
情報および催し名称情報のいずれも含まないフォルダ識別情報とがあり、
　前記生成手段は、
　　前記受信されたフォルダ識別情報が日付情報または催し名称情報のいずれかを含むと
き、画像データ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の昇順に配
列した画像データリストを生成し、
　　前記受信されたフォルダ識別情報が日付情報および催し名称情報のいずれも含まない
とき、画像データ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の降順に
配列した画像データリストを生成することを特徴とする携帯端末装置である。
【００１９】
　また本発明は、データを出力する出力装置と、出力装置で出力するための複数の画像デ
ータを、各画像データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前記複数
の画像データを個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶すると
ともに、各フォルダのフォルダ識別情報を記憶する携帯端末装置とを含み、
　出力装置は、携帯端末装置に記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォルダ識別
情報の中から出力すべきフォルダのフォルダ識別情報を選択し、
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　携帯端末装置は、出力装置が選択したフォルダ識別情報が示すフォルダに分けられた画
像データの画像データ識別情報を、該選択したフォルダ識別情報に基づいて定まる配列順
序に従って配列した画像データリストを生成し、
　出力装置は、携帯端末装置が生成した画像データリストに配列された配列順序で画像デ
ータを順次出力し、
　前記携帯端末装置は、各画像データが示す画像が撮影された撮影日時であって、各画像
データが生成された撮影日時を表す日時情報を記憶し、
　前記携帯端末装置に記憶されるフォルダ識別情報は、画像データが生成された日付を表
す日付情報または催しの名称を表す催し名称情報のいずれかを含むフォルダ識別情報と、
日付情報および催し名称情報のいずれも含まないフォルダ識別情報とがあり、
　前記携帯端末装置は、
　　前記選択したフォルダ識別情報が日付情報または催し名称情報のいずれかを含むとき
、画像データ識別情報を前記日時情報が示す撮影日時の昇順に配列した画像データリスト
を生成し、
　　前記選択したフォルダ識別情報が日付情報および催し名称情報のいずれも含まないと
き、画像データ識別情報を前記日時情報が示す撮影日時の降順に配列した画像データリス
トを生成することを特徴とする情報出力システムである。
【００２０】
　また本発明は、データを出力する出力装置と、出力装置で出力するための複数の画像デ
ータを、各画像データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前記複数
の画像データを個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶すると
ともに、各フォルダのフォルダ識別情報を記憶する携帯端末装置とを含む情報出力システ
ムで実行される情報出力方法であって、
　出力装置が、携帯端末装置に記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォルダ識別
情報の中から出力すべきフォルダのフォルダ識別情報を選択する選択ステップと、
　携帯端末装置が、選択ステップで選択されたフォルダ識別情報が示すフォルダに分けら
れた画像データの画像データ識別情報を、該選択されたフォルダ識別情報に基づいて定ま
る配列順序に従って配列した画像データリストを生成する生成ステップと、
　出力装置が、生成ステップで生成された画像データリストに配列された配列順序で画像
データを順次出力する出力ステップとを含み、
　前記携帯端末装置は、各画像データが示す画像が撮影された撮影日時であって、各画像
データが生成された撮影日時を表す日時情報を記憶しており、
　前記携帯端末装置に記憶されるフォルダ識別情報は、画像データが生成された日付を表
す日付情報または催しの名称を表す催し名称情報のいずれかを含むフォルダ識別情報と、
日付情報および催し名称情報のいずれも含まないフォルダ識別情報とがあり、
　前記生成ステップにおいて、前記携帯端末装置は、
　　前記選択されたフォルダ識別情報が日付情報または催し名称情報のいずれかを含むと
き、画像データ識別情報を前記日時情報が示す撮影日時の昇順に配列した画像データリス
トを生成し、
　　前記選択されたフォルダ識別情報が日付情報および催し名称情報のいずれも含まない
とき、画像データ識別情報を前記日時情報が示す撮影日時の降順に配列した画像データリ
ストを生成することを特徴とする情報出力方法である。
【００２１】
　また本発明は、データを出力する出力手段と、出力手段で出力するための複数の画像デ
ータを、各画像データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前記複数
の画像データを個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶すると
ともに、各フォルダのフォルダ識別情報を記憶する記憶手段と、コンピュータとを含む情
報出力システムに含まれるコンピュータに、
　記憶手段に記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォルダ識別情報の中から出力
すべきフォルダのフォルダ識別情報を選択する選択ステップと、
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　選択ステップで選択されたフォルダ識別情報が示すフォルダに分けられた画像データの
画像データ識別情報を、該選択されたフォルダ識別情報に基づいて定まる配列順序に従っ
て配列した画像データリストを生成する生成ステップと、
　生成ステップで生成された画像データリストに配列された配列順序で画像データを順次
出力手段に出力する出力ステップとを実行させるためのプログラムであって、
　前記記憶手段は、各画像データが示す画像が撮影された撮影日時であって、各画像デー
タが生成された撮影日時を表す日時情報を記憶し、
　前記記憶手段に記憶されるフォルダ識別情報は、画像データが生成された日付を表す日
付情報または催しの名称を表す催し名称情報のいずれかを含むフォルダ識別情報と、日付
情報および催し名称情報のいずれも含まないフォルダ識別情報とがあり、
　前記生成ステップでは、
　　前記選択されたフォルダ識別情報が日付情報または催し名称情報のいずれかを含むと
き、画像データ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の昇順に配
列した画像データリストが生成され、
　　前記選択されたフォルダ識別情報が日付情報および催し名称情報のいずれも含まない
とき、画像データ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の降順に
配列した画像データリストが生成されることを特徴とするプログラムである。
　また本発明は、前記プログラムを記録したコンピュータ読取り可能な記録媒体である。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、記憶手段は、データを出力する出力装置で出力するための複数の画像
データを、各画像データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前記複
数の画像データを個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶する
とともに、各フォルダのフォルダ識別情報を記憶する。第１の送信手段は、記憶手段に記
憶されるフォルダ識別情報を読み出し、読み出したフォルダ識別情報を出力装置に送信す
る。受信手段は、第１の送信手段によって送信されたフォルダ識別情報の中から選択され
たフォルダ識別情報を出力装置から受信する。生成手段は、受信手段によって受信された
フォルダ識別情報が示すフォルダに分けられた画像データの画像データ識別情報を記憶手
段から読み出し、読み出した画像データ識別情報を、前記受信されたフォルダ識別情報に
基づいて定まる配列順序に従って配列した画像データリストを生成する。そして、第２の
送信手段は、生成手段によって生成された画像データリストを出力装置に送信する。
【００２３】
　したがって、フォルダ識別情報、たとえばフォルダ名に含まれる情報に応じて画像デー
タの出力順序を制御することができるので、画像データをネットワークに接続された別の
装置に出力するとき、どのような順序で出力するかを簡単に変更することができる。
【００２４】
　また、前記記憶手段は、各画像データが示す画像が撮影された撮影日時であって、各画
像データが生成された撮影日時を表す日時情報を記憶する。前記記憶手段に記憶されるフ
ォルダ識別情報は、画像データが生成された日付を表す日付情報を含むフォルダ識別情報
、または日付情報を含まないフォルダ識別情報である。そして、前記生成手段は、前記受
信されたフォルダ識別情報が日付情報を含むとき、画像データ識別情報を前記記憶手段に
記憶される日時情報が示す撮影日時の昇順に配列した画像データリストを生成し、前記受
信されたフォルダ識別情報が日付情報を含まないとき、画像データ識別情報を前記記憶手
段に記憶される日時情報が示す撮影日時の降順に配列した画像データリストを生成する。
したがって、フォルダ識別情報、たとえばフォルダ名に日付、たとえば年月日を含ませて
おくことによって、そのフォルダに含まれる画像データを生成した順序で表示することが
できる。
【００２５】
　また、前記記憶手段に記憶されるフォルダ識別情報は、催しの名称を表す催し名称情報
を含むフォルダ識別情報と、催し名称情報を含まないフォルダ識別情報とがある。そして
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、前記生成手段は、前記受信されたフォルダ識別情報が催し名称情報を含むとき、画像デ
ータ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の昇順に配列した画像
データリストを生成し、前記受信されたフォルダ識別情報が催し名称情報を含まないとき
、画像データ識別情報を前記記憶手段に記憶される日時情報が示す撮影日時の降順に配列
した画像データリストを生成する。したがって、フォルダ識別情報、たとえばフォルダ名
に催し名称を含ませておくことによって、そのフォルダに含まれる画像データを生成した
順序で表示することができ、ストーリー性を損なうことがない。
【００２９】
　また本発明によれば、データを出力する出力装置と、出力装置で出力するための複数の
画像データを、各画像データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前
記複数の画像データを個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶
するとともに、各フォルダのフォルダ識別情報を記憶する携帯端末装置とを含む情報出力
システムで情報を出力するにあたって、出力装置は、携帯端末装置に記憶されるフォルダ
情報を表示し、表示したフォルダ識別情報の中から出力すべきフォルダのフォルダ識別情
報を選択する。携帯端末装置は、出力装置が選択したフォルダ識別情報が示すフォルダに
分けられた画像データの画像データ識別情報を、該選択したフォルダ識別情報に基づいて
定まる配列順序に従って配列した画像データリストを生成する。そして、出力装置は、携
帯端末装置が生成した画像データリストに配列された配列順序で画像データを順次出力す
る。
【００３０】
　したがって、フォルダ識別情報、たとえばフォルダ名に含まれる情報に応じて画像デー
タの出力順序を制御することができるので、画像データをネットワークに接続された別の
装置に出力するとき、どのような順序で出力するかを簡単に変更することができる。
【００３１】
　また本発明によれば、データを出力する出力装置と、出力装置で出力するための複数の
画像データを、各画像データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前
記複数の画像データを個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶
するとともに、各フォルダのフォルダ識別情報を記憶する携帯端末装置とを含む情報出力
システムで情報を出力するにあたって、選択ステップでは、出力装置が、携帯端末装置に
記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォルダ識別情報の中から出力すべきフォル
ダのフォルダ識別情報を選択する。生成ステップでは、携帯端末装置が、選択ステップで
選択されたフォルダ識別情報が示すフォルダに分けられた画像データの画像データ識別情
報を、該選択されたフォルダ識別情報に基づいて定まる配列順序に従って配列した画像デ
ータリストを生成する。そして、出力ステップでは、出力装置が、生成ステップで生成さ
れた画像データリストに配列された配列順序で画像データを順次出力する。
【００３２】
　したがって、フォルダ識別情報、たとえばフォルダ名に含まれる情報に応じて画像デー
タの出力順序を制御することができるので、画像データをネットワークに接続された別の
装置に出力するとき、どのような順序で出力するかを簡単に変更することができる。
【００３３】
　また本発明によれば、データを出力する出力手段と、出力手段で出力するための複数の
画像データを、各画像データを識別するための画像データ識別情報と対応付けて、かつ前
記複数の画像データを個別のフォルダ識別情報が付与された複数のフォルダに分けて記憶
するとともに、各フォルダのフォルダ識別情報を記憶する記憶手段と、コンピュータとを
含む情報出力システムに含まれるコンピュータに、記憶手段に記憶されるフォルダ情報を
表示し、表示したフォルダ識別情報の中から出力すべきフォルダのフォルダ識別情報を選
択する選択ステップと、選択ステップで選択されたフォルダ識別情報が示すフォルダに分
けられた画像データの画像データ識別情報を、該選択されたフォルダ識別情報に基づいて
定まる配列順序に従って配列した画像データリストを生成する生成ステップと、生成ステ
ップで生成された画像データリストに配列された配列順序で画像データを順次出力手段に
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出力する出力ステップとを実行させるためのプログラムとして提供することができる。
【００３４】
　また本発明によれば、前記プログラムを記録したコンピュータ読取り可能な記録媒体と
して提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の一実施形態である画像表示システム１の構成を示すブロック図である。
【図２】携帯端末２の構成を示すブロック図である。
【図３】表示装置３の構成を示すブロック図である。
【図４】携帯端末２の外観を示す図である。
【図５】表示装置３の外観を示す図である。
【図６】リモコン３８の外観を示す図である。
【図７Ａ】携帯端末２でのＤＬＮＡ設定を説明するための図である。
【図７Ｂ】携帯端末２でのＤＬＮＡ設定を説明するための図である。
【図７Ｃ】携帯端末２でのＤＬＮＡ設定を説明するための図である。
【図７Ｄ】携帯端末２でのＤＬＮＡ設定を説明するための図である。
【図８】ＳＤカード４に記録されるデータのディレクトリ構成５０の一例を示す図である
。
【図９Ａ】表示装置３で写真を表示するための操作手順の第１の例を示す図である。
【図９Ｂ】表示装置３で写真を表示するための操作手順の第１の例を示す図である。
【図１０】表示装置３で写真を表示するための操作手順の第２の例を示す図である。
【図１１】表示装置３で写真を表示するための操作手順の第３の例を示す図である。
【図１２】表示装置３で写真を表示するための操作手順の第４の例を示す図である。
【図１３】ＤＢのデータ構造７１を示す図である。
【図１４】コンテンツリストのデータ構造７２を示す図である。
【図１５】携帯端末２が実行する第１のＤＬＮＡ設定処理の処理手順を示すフローチャー
トである。
【図１６】携帯端末２が実行する第１のコンテンツリスト送信処理の処理手順および表示
装置３が実行する第１のコンテンツリスト要求処理の処理手順を対応付けて示すフローチ
ャートである。
【図１７】携帯端末２が実行する画像送信処理の処理手順および表示装置３が実行する画
像表示処理の処理手順を対応付けて示すフローチャートである。
【図１８】携帯端末２が実行する第２のＤＬＮＡ設定処理の処理手順を示すフローチャー
トである。
【図１９】携帯端末２が実行する第２のコンテンツリスト送信処理の処理手順および表示
装置３が実行する第２のコンテンツリスト要求処理の処理手順を対応付けて示すフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１は、本発明の一実施形態である画像表示システム１の構成を示すブロック図である
。本発明に係る画像表示方法は、画像表示システム１で実行される。情報出力システムで
ある画像表示システム１は、携帯端末装置（以下「携帯端末」という）２および表示装置
３を含んで構成される。
【００３７】
　携帯端末２と表示装置３とは、ローカルエリアネットワーク（Local Area Network：略
称；ＬＡＮ）あるいはワイドエリアネットワーク（Wide Area Network：略称；ＷＡＮ）
などのネットワークを介して接続される。携帯端末２と表示装置３とは、たとえば無線Ｌ
ＡＮ通信規格であるＩＥＥＥ８０２．１１ｇによる無線通信を行う。無線通信は、無線Ｌ
ＡＮ通信規格ＩＥＥＥ８０２．１１ｇによる無線通信に限定されるものではなく、たとえ
ばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）あるいはＺｉｇｂｅｅ（登録商標）などの短距離無線
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通信規格による無線通信であってもよい。
【００３８】
　図２は、携帯端末２の構成を示すブロック図である。携帯端末２は、たとえば携帯電話
装置、パーソナルコンピュータ、携帯情報端末（Personal Digital Assistance：略称；
ＰＤＡ）、あるいは電子辞書などによって構成される。以下、携帯端末２として、携帯電
話装置を例にして説明する。
【００３９】
　携帯端末２は、第１中央処理装置（Central Processing Unit：以下「ＣＰＵ」という
）２０、第１記憶部２１、第１一時記憶部２２、第１表示部２３、第１通信部２４、第１
音声出力部２５、音声入力部２６、電話網通信部２７、操作部２９および第１アンテナ２
７１を含んで構成される。第１ＣＰＵ２０は、第１一時記憶部２２に記憶されるプログラ
ムを実行することによって、第１表示部２３、第１通信部２４、第１音声出力部２５、音
声入力部２６、電話網通信部２７および操作部２９を制御する。
【００４０】
　第１記憶部２１は、たとえば不揮発性の半導体メモリなどの記憶装置によって構成され
、第１一時記憶部２２よりも容量の大きい記憶装置であり、第１ＣＰＵ２０が実行するプ
ログラムおよび第１ＣＰＵ２０が制御するために必要なデータ（以下「情報」ともいう）
を記憶する。第１一時記憶部２２に記憶されるプログラムには、後述するアプリケーショ
ンプログラムが含まれる。第１ＣＰＵ２０は、プログラムを実行する前に、実行しようと
するプログラムおよび該プログラムを実行するために必要な情報を第１記憶部２１から読
み出し、記憶手段である第１一時記憶部２２に書き込んで記憶させる。そして、第１一時
記憶部２２に記憶されるプログラムを実行し、第１一時記憶部２２に記憶される情報に対
して演算等の処理を行う。第１一時記憶部２２は、第１記憶部２１よりも高速に情報の読
み書きが可能な半導体メモリなどによって構成される記憶装置であり、第１ＣＰＵ２０が
実行するプログラムおよび第１ＣＰＵ２０が処理する情報を記憶する。
【００４１】
　第１表示部２３は、たとえば液晶ディスプレイによって構成され、第１ＣＰＵ２０から
受け取る情報、たとえば携帯端末２の動作状況を表す情報、あるいは携帯端末２を制御す
るために必要な情報を表示する。第１通信部２４は、表示装置３と情報を送受信する通信
装置であり、たとえば無線ＬＡＮ通信規格ＩＥＥＥ８０２．１１ｇによる無線通信を行う
。第１通信部２４は、第１ＣＰＵ２０から受け取る情報を表示装置３に送信し、表示装置
３から受信した情報を第１ＣＰＵ２０に送る。第１ＣＰＵ２０および第１通信部２４は、
第１の送信手段、受信手段および第２の送信手段である。第１ＣＰＵ２０は、生成手段で
ある。
【００４２】
　第１音声出力部２５は、たとえばスピーカによって構成され、第１ＣＰＵ２０から受け
取る情報、たとえば音声通話の音声情報あるいは動作状態を告知するための情報を音にし
て出力する。音声入力部２６は、たとえばマイクロフォンによって構成され、音声通話の
ための音声などを入力する。音声入力部２６は、入力された音声を音声情報に変換して第
１ＣＰＵ２０に送る。
【００４３】
　電話網通信部２７は、公衆回線網を介して無線通信によって情報を送受信する。電話網
通信部２７は、第１ＣＰＵ２０から受け取る情報、たとえば音声あるいはパケットなどの
情報を電気信号に変換して第１アンテナ２７１に送り、第１アンテナ２７１から受け取る
電気信号を音声あるいはパケットなどの情報に変換して第１ＣＰＵ２０に送る。第１アン
テナ２７１は、電話網通信部２７から受け取る電気信号を電波として出力して基地局など
に送信し、基地局から送信される電波を受信して電気信号に変換して電話網通信部２７に
送る。操作部２９は、たとえば操作キーを有するキーボード、あるいはタッチパネルなど
によって構成され、ユーザが携帯端末２を操作するために操作キーなどによって入力した
情報を第１ＣＰＵ２０に送る。
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【００４４】
　図３は、表示装置３の構成を示すブロック図である。出力装置である表示装置３は、た
とえばテレビジョン装置、あるいはカーナビゲーション装置などの車載用装置によって構
成される。以下、表示装置３として、テレビジョン装置を例にして説明する。
【００４５】
　表示装置３は、第２ＣＰＵ３０、第２記憶部３１、第２一時記憶部３２、第２表示部３
３、第２通信部３４、第２音声出力部３５、チューナ３６、赤外線受光部３７、リモート
コントローラ（以下「リモコン」という）３８および第２アンテナ３６１を含んで構成さ
れる。第２ＣＰＵ３０は、第２一時記憶部３２に記憶されるプログラムを実行することに
よって、第２表示部３３、第２通信部３４、第２音声出力部３５、チューナ３６および赤
外線受光部３７を制御する。
【００４６】
　第２記憶部３１は、たとえば磁気ディスク装置あるいは不揮発性の半導体メモリなどの
記憶装置によって構成され、第２一時記憶部３２よりも大容量の記憶装置であり、第２Ｃ
ＰＵ３０で実行するプログラムおよび第２ＣＰＵ３０が制御するために必要な情報を記憶
する。第２ＣＰＵ３０は、プログラムを実行する前に、実行しようとするプログラムおよ
び該プログラムを実行するために必要な情報を第２記憶部３１から読み出し、第２一時記
憶部３２に書き込んで記憶させる。そして、第２一時記憶部３２に記憶されるプログラム
を実行し、第２一時記憶部３２に記憶される情報に対して演算等の処理を行う。
【００４７】
　第２一時記憶部３２は、第２記憶部３１よりも高速に情報の読み書きが可能な半導体メ
モリなどによって構成される記憶装置であり、第２ＣＰＵ３０が実行するプログラムおよ
び第２ＣＰＵ３０が処理する情報を記憶する。出力手段である第２表示部３３は、たとえ
ば液晶ディスプレイによって構成され、第２ＣＰＵ３０から受け取る情報、たとえば写真
などを表す画像データを画像として表示し、あるいは動画コンテンツなどを再生して表示
する。
【００４８】
　第２通信部３４は、携帯端末２と情報を送受信する通信装置であり、たとえば無線ＬＡ
Ｎ通信規格ＩＥＥＥ８０２．１１ｇによる無線通信を行う。第２通信部３４は、第２ＣＰ
Ｕ３０から受け取る情報を携帯端末２に送信し、携帯端末２から受信した情報を第２ＣＰ
Ｕ３０に送る。無線ＬＡＮによって携帯端末２と直接無線通信を行うのではなく、無線Ｌ
ＡＮアクセスポイントを設け、第２通信部３４をその無線ＬＡＮアクセスポイントと有線
ＬＡＮで接続する構成としてもよい。すなわち、表示装置３は、無線ＬＡＮアクセスポイ
ントと有線ＬＡＮによる通信を行い、無線ＬＡＮアクセスポイントと携帯端末２とは無線
ＬＡＮによる通信を行う構成である。
【００４９】
　第２音声出力部３５は、たとえばスピーカによって構成され、第２ＣＰＵ３０から受け
取る情報、たとえばテレビジョン放送を受信した番組の音声情報、あるいは動画コンテン
ツの音声情報、あるいはリモコン３８による操作の確認音などの音声情報を音にして出力
する。
【００５０】
　チューナ３６は、ユーザによって選択されたチャンネルの周波数が第２ＣＰＵ３０から
知らされると、知らされた周波数のテレビジョン放送の電波を第２アンテナ３６１によっ
て受信し、受信したテレビジョン放送の電気信号を映像情報および音声情報に変換し、変
換した映像情報および音声情報を第２ＣＰＵ３０に送る。第２アンテナ３６１は、テレビ
ジョン放送の電波を受信し、電気信号に変換してチューナ３６に送る。
【００５１】
　赤外線受光部３７は、リモコン３８から送信される赤外線信号を受信する受信装置であ
り、受信した赤外線信号をリモコン３８からの操作制御情報に変換し、変換した操作制御
情報を第２ＣＰＵ３０に送る。リモコン３８は、表示装置３を操作するための複数の操作
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キーを有する遠隔制御装置であり、操作キーによって指示された操作制御情報を赤外線信
号に変換して表示装置３に送信する。第１ＣＰＵ２０および第２ＣＰＵ３０は、コンピュ
ータである。
【００５２】
　図４は、携帯端末２の外観を示す図である。図４に示した携帯端末２には、表示画面を
有する第１表示部２３と、複数の操作キーを有する操作部２９とが示されている。操作部
２９は、数字、文字あるいは記号を入力する複数の操作キーの他に、カーソルキー２９１
、決定キー２９２、戻るキー２９３および終了キー２９４などの操作キーを有する。
【００５３】
　カーソルキー２９１は、第１表示部２３の表示画面に表示されるカーソルを上下左右に
移動させる操作キーである。決定キー２９２は、カーソルによって指し示される項目を選
択することを指示する操作キーである。戻るキー２９３は、前の画面に戻るための操作キ
ーである。終了キー２９４は、実行中の機能の終了を指示する操作キーである。
【００５４】
　図５は、表示装置３の外観を示す図である。図５に示した表示装置３には、表示画面を
有する第２表示部３３と、表示画面の両側に設けられるスピーカを有する第２音声出力部
３５とが示されている。
【００５５】
　図６は、リモコン３８の外観を示す図である。リモコン３８は、表示装置３の電源のオ
ンオフを制御する電源キー、「１」～「１２」のチャネル番号が示されたチャンネル選択
キー、音量を調節するための音量調節キー、メニューを表示するためのメニューキーのほ
か、カーソルキー、決定キー、終了キー、戻るキーおよび図示しない赤ボタンなどの操作
キーを有する。
【００５６】
　図７Ａ～図７Ｄは、携帯端末２でのＤＬＮＡ（Digital Living Network Alliance）設
定を説明するための図である。ＤＬＮＡ設定は、携帯端末２をＤＬＮＡサーバとして機能
させるための設定である。ＤＬＮＡサーバは、携帯端末２に内蔵されるサーバ機能であり
、第１ＣＰＵ２０が第１一時記憶部２２に記憶されるプログラムを実行することによって
実現される機能である。ＤＬＮＡサーバは、ネットワークに接続されたクライアント、た
とえば表示装置３に内蔵される後述するＤＬＮＡクライアントからの要求に応じて、要求
されたファイルをＤＬＮＡクライアントに提供する。提供するファイルは、写真などの画
像データ、音楽などの音声データ、および動画コンテンツの動画データなどの電子ファイ
ルである。
【００５７】
　ＤＬＮＡサーバは、業界団体であるＤＬＮＡ（Digital Living Network Alliance）に
よって定められたＤＬＮＡガイドラインによるプロトコルに従って、ＤＬＮＡクライアン
トとの間でファイルの送受信を行う。本実施形態では、サーバとクライアントとの間のフ
ァイル転送をＤＬＮＡガイドラインによるプロトコルを用いて行っているが、これに限定
されるものではなく、他のプロトコルによって転送することも可能である。
【００５８】
　図７Ａ（ａ）は、公開するための写真などの画像データをＳＤカード４に準備すること
を説明するための図である。ＳＤカード４は、着脱可能な可搬型の記録媒体であり、たと
えばＳＤ（Secure Digital）メモリカードによって構成される。本実施形態では、ＳＤカ
ード４として、ＳＤメモリカードを用いているが、これに限定されるものではなく、たと
えばコンパクトフラッシュ（登録商標）などの着脱可能な可搬型の記録媒体であってもよ
い。
【００５９】
　ＳＤカード４は、パーソナルコンピュータなどの他の情報処理装置によって、写真など
の画像データ、音楽などの音声データ、および動画コンテンツの動画データなどの公開す
るためのデータである公開データがフィルル形式で記録される。以下、ファイル形式で記
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録されている公開データのことを公開ファイルという。公開とは、出力データである公開
データを出力装置に出力することであり、たとえば画像データを表示装置３の第２表示部
３３に表示すること、音楽データを表示装置３の第２音声出力部３５から音として出力す
ること、および動画データを再生して、表示装置３の第２表示部３３に表示し、もしくは
表示装置３の第２表示部３３への表示とともに音を表示装置３の第２音声出力部３５から
出力することを含む。
【００６０】
　図７Ａ（ｂ）は、ＳＤカード４を携帯端末２に装着することを説明するための図である
。携帯端末２は、図２に図示しない記録媒体装着部をさらに含み、ＳＤカード４が携帯端
末２の図示しない記録媒体装着部に装着されると、第１ＣＰＵ２０は、装着されたＳＤカ
ード４に記録される公開データを読み出すことができる。公開データは、ＳＤカード４だ
けでなく、携帯端末２の第１一時記憶部２２に準備、つまり予め記憶されていてもよい。
第１一時記憶部２２に記憶される公開データは、たとえば携帯端末２がカメラなどの撮影
装置を有している場合は、そのカメラによって撮影された写真の画像データでもよいし、
あるいは、携帯端末２に装着された他のＳＤカード４から第１一時記憶部２２にコピーさ
れたデータであってもよい。以下、主に、ＳＤカード４に記録されている公開データの公
開について説明するが、携帯端末２の第１一時記憶部２２に記憶される公開データについ
ても同様に公開することができる。
【００６１】
　図７Ａ（ｃ）は、ＤＬＮＡ設定画面４１の一例を示す図である。具体的には、ユーザが
、携帯端末２の第１表示部２３に表示されるメニューからＤＬＮＡ設定の項目を選択する
と、ＤＬＮＡ設定を行うアプリケーションプログラムであるＤＬＮＡ設定アプリが起動さ
れる。ＤＬＮＡ設定アプリは、ＤＬＮＡサーバに含まれる機能であり、起動されたＤＬＮ
Ａ設定アプリは、ＤＬＮＡ設定画面４１を第１表示部２３に表示する。
【００６２】
　ＤＬＮＡ設定画面４１には、「ＤＬＮＡ設定」というタイトル、「起動オン（以下「起
動ＯＮ」という）」、「公開フォルダ設定」および「サーバ名設定」の項目が表示されて
いる。「起動ＯＮ」は、ＤＬＮＡサーバを起動するか起動を停止するかを指示するための
「起動オン／オフ（以下「起動ＯＮ／ＯＦＦ」という）フラグ」の項目であり、「起動Ｏ
Ｎ／ＯＦＦフラグ」の項目が、ＤＬＮＡサーバを起動することを指示するための状態にな
っていることを示している。カーソルキー２９１を操作してカーソルを「起動ＯＮ」の項
目に合わせて、決定キー２９２を操作すると、ＤＬＮＡサーバを起動することができる。
他の項目に対する操作も同様であり、以下、カーソルキー２９１を操作してカーソルを項
目に合わせて、決定キー２９２を操作することを、単に「項目を選択する」という。
【００６３】
　「公開フォルダ設定」は、データを公開するフォルダを設定する項目である。「公開フ
ォルダ設定」の項目を選択すると、後述するＤＬＮＡ設定フォルダ設定画面４１ｂに移行
する。「サーバ名設定」は、「サーバ名設定」は、携帯端末２に内蔵されるＤＬＮＡサー
バの名称を設定するための項目である。「サーバ名設定」の項目を選択すると、サーバ名
設定画面に移行し、サーバの名称の設定が可能となる。
【００６４】
　図７Ａ（ｃ）に示したＤＬＮＡ設定画面４１では、「公開フォルダ設定」に「（本体）
」と表示され、「サーバ名設定」に「（携帯サーバＡ）」と表示されている。「公開フォ
ルダ設定」の「（本体）」は、公開データを公開するフォルダが本体のフォルダであるこ
とを示している。「本体」は、携帯端末２本体のことであり、携帯端末２の第１一時記憶
部２２のフォルダが「公開フォルダ設定」として設定されていることを示している。「（
携帯サーバＡ）」は、携帯端末２のＤＬＮＡサーバの名称として、「携帯サーバＡ」が設
定されていることを示している。携帯端末２が複数のＤＬＮＡサーバを内蔵する場合は、
それぞれのＤＬＮＡサーバに名称を付与し、その中から選択された１つのＤＬＮＡサーバ
の名称が表示される。
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【００６５】
　図７Ｂ（ｄ）は、公開フォルダの設定を説明するための図である。ユーザがＤＬＮＡ設
定画面４１ａで「公開フォルダ設定」の項目を選択すると、ＤＬＮＡ設定アプリは、携帯
端末２の第１表示部２３に表示する画面をＤＬＮＡ設定フォルダ設定画面４１ｂに変える
。ＤＬＮＡ設定フォルダ設定画面４１ｂは、公開可能なフォルダが記憶されている記録媒
体の名称、たとえば「ＳＤ」、および記憶装置の名称、たとえば「本体」が表示される。
ユーザが、これらの名称の中からデータを公開するフォルダの記録媒体あるいは記憶装置
の名称を選択すると、この例では、「ＳＤ」を選択すると、ＤＬＮＡ設定アプリは、携帯
端末２の第１表示部２３に表示する画面をＤＬＮＡ設定画面４１ｃに変えて、ＤＬＮＡ設
定フォルダ設定画面４１ｂで選択された記録媒体あるいは記憶装置の名称、この例では、
「ＳＤ」を表示する。
【００６６】
　図７Ｃ（ｅ）は、ＤＬＮＡサーバの起動を説明するための図である。ユーザが、ＤＬＮ
Ａ設定画面４１ｄの「起動ＯＮ／ＯＦＦフラグ」の項目に示される「起動ＯＮ」を選択す
ると、ＤＬＮＡサーバが起動される。起動されたＤＬＮＡサーバは、データベース（以下
「ＤＢ」という）の作成を開始する。このとき、ＤＬＮＡサーバは、ＤＬＮＡ設定画面４
１ｅに示すように、「ＤＬＮＡ準備中（ＤＢ）作成」というメッセージを画面中央に表示
する。
【００６７】
　ＤＢは、公開ファイルに関する情報が登録されるデータベースであり、ＤＬＮＡサーバ
が公開する公開データを含む公開ファイルのファイル名をフォルダ単位で管理するために
作成される。具体的には、「公開フォルダ設定」の項目に設定されている名称の記録媒体
あるいは記憶装置のフォルダ内の公開ファイルに関する情報をＤＢに登録する。ＤＢは、
携帯端末２の第１一時記憶部２２に記憶される。以下、公開ファイルに記憶される公開デ
ータのことを単に公開ファイルともいう。ＤＬＮＡサーバは、表示装置３に内蔵されるＤ
ＬＮＡクライアントの要求に応答して、ＤＬＮＡクライアントで表示可能な公開データの
公開ファイル名の一覧表であるコンテンツリストを、このＤＢに記憶される公開ファイル
に関する情報に基づいて作成し、作成したコンテンツリストをＤＬＮＡクライアントに送
信する。ＤＬＮＡクライアントは、このコンテンツリストを第２表示部３３に表示し、ユ
ーザが選択したファイル名のファイルをＤＬＮＡサーバから取得して表示する。ファイル
名は、出力データ識別情報である。
【００６８】
　ＤＬＮＡサーバは、ＤＢの作成が完了すると、ＤＬＮＡ設定画面４１ｆに示すように、
「ＤＬＮＡ準備できました。」というメッセージを画面中央に表示した後、ＤＬＮＡ設定
画面に「起動ＯＮ」と表示されている「起動ＯＮ／ＯＦＦフラグ」の項目を、ＤＬＮＡ設
定画面４１ｈに示すように、「起動オフ（以下「起動ＯＦＦ」という）」に変える。「起
動ＯＦＦ」は、「起動ＯＮ／ＯＦＦフラグ」の項目がＤＬＮＡサーバの起動の停止を指示
するための状態になっていることを示している。
【００６９】
　図７Ｃ（ｆ）は、他のアプリケーションプログラム（以下「他のアプリ」という）の画
像が表示されているときの画面４２を示す図である。他のアプリケーションプログラム（
以下「他のアプリ」という）が起動され、他のアプリによる画像が画面に表示されるとき
、ＤＬＮＡサーバが稼働中であると、ＤＬＮＡサーバが稼働中であることを示すアイコン
、たとえば「ＤＬＮＡ稼働中」というアイコン４２１が、画面に設けられる状態通知エリ
ア４２２に表示される。
【００７０】
　図７Ｄ（ｇ）は、カメラ機能画面４３の一例を示す図である。携帯端末２がカメラなど
の撮影装置およびそのカメラを使用するためのカメラ機能を有している場合、たとえばユ
ーザが携帯端末２のカメラ機能を起動すると、カメラ機能画面４３が表示され、カメラに
よる写真撮影が可能になる。カメラ機能は、カメラなどの撮影装置を用いて写真を撮影す
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るためのアプリケーションプログラムによって実現され、ＤＬＮＡ設定アプリの起動と同
様に、携帯端末２の第１表示部２３に表示されるメニューからカメラ機能の項目を選択す
ることによって起動される。写真の撮影は、操作部２９に設けられるいずれかの操作キー
をシャッターとして機能させて撮影してもよいし、シャッターとなる専用の操作キーを操
作部２９に設けておき、その操作キーを押下することによって撮影を可能としてもよい。
【００７１】
　カメラ機能画面４３には、「カメラ」というタイトルと、撮影された写真の画像４３１
が表示されている。撮影した写真の保存先がＳＤカード４に設定されていると、撮影され
た写真の画像４３１の画像データは、ＳＤカード４のフィルダに記録される。
【００７２】
　図７Ｄ（ｈ）は、フォトビューア操作画面４４の一例を示す図である。画像表示手段で
あるフォトビューアは、携帯端末２に内蔵されている機能の１つであり、画像データを表
示するためのアプリケーションプログラムによって実現される。フォトビューアは、ＤＬ
ＮＡ設定アプリの起動と同様に、携帯端末２の第１表示部２３に表示されるメニューから
フォトビューアの項目を選択することによって起動される。フォトビューアは、ＳＤカー
ド４または第１一時記憶部２２に記憶される画像データを表示するための機能であり、Ｄ
Ｂに記憶される画像データを表示することはできない。
【００７３】
　フォトビューア操作画面４４には、「フォトビューア」というタイトル、選択されてい
るフォルダ名、およびフォルダ内にあるファイル名の一覧が、画像データが生成された日
付の降順（以下「日付降順」という）に表示されている。ＳＤカード４または第１一時記
憶部２２に記憶される画像データには、各画像データのファイル名とともに、それぞれの
画像データが生成された日時が記憶されており、日付降順は、その日時に基づいて、最も
直近の日時から過去の日時に遡る順序である。生成された日時は、たとえば画像データが
写真の画像データであれば、その写真が撮影された日時であり、画像データが、描画アプ
リケーションプログラムなどによって作成された画像の画像データであれば、作成された
日時である。フォルダ名は、フォルダ識別情報である。日付降順は、予め定める基準に基
づいて定まる配列順序である。
【００７４】
　図７Ｄ（ｈ）に示した例には、選択されているフォルダ名がかっこ付きで「カメラ／Ａ
ＡＡ１０００」と表示され、該フォルダ内のファイル名として「ＤＳＣ０１００」、「Ｄ
ＳＣ００９９」および「ＤＳＣ００９８」がこの順序で上から降順に表示されている。
【００７５】
　図７Ｄ（ｉ）は、他のフォトビューア操作画面４４ａの例を示す図である。図７Ｄ（ｉ
）に示した例には、選択されているフォルダ名がかっこ付きで「写真／２００９１２２４
クリスマス会」と表示され、該フォルダ内のファイル名として「ＣＣＣ００１３」、「Ｂ
ＢＢ００１１」および「ＢＢＢ００１０」がこの順序で上から降順に表示されている。
【００７６】
　このように、フォトビューアで画像データを表示する場合は、必ず日付降順で表示され
るが、ＤＬＮＡサーバによって表示する場合は、後述するように、日付降順だけではなく
、画像データが生成された日付の昇順（以下「日付昇順」という）でも表示可能である。
日付昇順は、その日時に基づいて、最も過去の日時から直近の日時の順に並ぶ順序である
。
【００７７】
　図８は、ＳＤカード４に記録されるデータのディレクトリ構成５０の一例を示す図であ
る。第１一時記憶部２２に記憶されるデータのディレクトリ構成は、ＳＤカード４に記録
されるデータのディレクトリ構成５０と同様の構成であり、以下、ＳＤカード４に記録さ
れるデータのディレクトリ構成５０についてのみ説明し、第１一時記憶部２２に記憶され
るデータのディレクトリ構成については説明を省略する。
【００７８】
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　最上位の階層にあるフォルダは、フォルダ名「Ｐｈｏｔｏ」のフォルダ５１であり、最
上位の階層の直下の階層である第２階層にあるフォルダは、フォルダ名「Ｐｈｏｔｏ」の
フォルダ５１に含まれるフォルダ名「カメラ」のフォルダ５２、およびフォルダ名「写真
」のフォルダ５３の２つのフォルダである。
【００７９】
　第２階層の直下の階層である第３階層にあるフォルダは、フォルダ名「カメラ」のフォ
ルダ５２に含まれるフォルダ名「ＡＡＡ１０００」のフォルダ５２１、フォルダ名「ＡＡ
Ａ１００１」のフォルダ５２２およびフォルダ名「ＡＡＡ１００２」のフォルダ５２３の
３つのフォルダである。さらに、第３階層には、フォルダ名「写真」のフォルダ５３に含
まれるフォルダ名「２００９１２２４クリスマス会」のフォルダ５３１、フォルダ名「２
０１００１２０」のフォルダ５３２、フォルダ名「２００８夏休み」のフォルダ５３３、
フォルダ名「誕生会」のフォルダ５３４、フォルダ名「運動会２００９１０」のフォルダ
５３５、フォルダ名「その他」のフォルダ５３６およびフォルダ名「ＡＡＡ０００２」の
フォルダ５３７の７つのフォルダがある。
【００８０】
　第３階層のフォルダ５２１～５２３およびフォルダ５３１～５３７の各フォルダには、
それぞれ写真ファイル５２１ａ～５２３ａおよび写真ファイル５３１ａ～５３７ａが記録
されている。たとえばフォルダ５２１には、ファイル名「ＤＳＣ＿ｎｎｎｎ．ＪＰＧ」の
複数の写真ファイル５２１ａが記憶され、また、フォルダ５３１には、ファイル名「＊＊
＊＊＊．ＪＰＧ」の複数の写真ファイル５３１ａが記憶されている。「ｎｎｎｎ」は、撮
影された順序で付与される昇順の番号であり、「＊＊＊＊＊」についても同様である。各
画像データは、この昇順に各ファイルに記憶されている。
【００８１】
　図９Ａおよび図９Ｂは、表示装置３で写真を表示するための操作手順の第１の例を示す
図である。図９Ａ（ａ）は、メニューを表示させるための操作を説明するための図である
。ユーザが、表示装置３の画面６１にテレビジョン放送の映像が表示されている状態で、
リモコン３８のメニューキーを操作することによって、メニューを表示することができる
。
【００８２】
　図９Ａ（ｂ）は、メニュー６１１ａが表示された画面６１１の一例を示す図である。メ
ニュー６１１ａには、たとえば「１．テレビ」、「２．インターネット」および「３．Ｄ
ＬＮＡ」の３つの項目が表示される。「テレビ」は、「テレビジョン」の略称である。ユ
ーザは、ＤＬＮＡクライアントの起動を所望するとき、リモコン３８のカーソルキーを操
作してカーソル６１１ｂをメニュー６１１ａの「３．ＤＬＮＡ」の項目に合わせて、決定
キーを操作することによって、ＤＬＮＡクライアントを起動し、ＤＬＮＡクライアントの
トップ画面を表示することができる。「１．テレビ」の項目を選択すると、テレビジョン
放送を受信する画面になり、「２．インターネット」の項目を選択すると、インターネッ
トを操作する画面になる。
【００８３】
　ＤＬＮＡクライアントは、表示装置３に内蔵される機能であり、第２ＣＰＵが第２一時
記憶部３２に記憶されるプログラムを実行することによって実現される機能である。ＤＬ
ＮＡクライアントは、携帯端末２のＤＬＮＡサーバと連携して画像の表示あるいは音楽の
再生などの処理を行う。ＤＬＮＡクライアントは、表示装置３の第２ＣＰＵ３０で実行さ
れるアプリケーションプログラムによって実現される。
【００８４】
　図９Ａ（ｃ）は、ＤＬＮＡクライアントのトップ画面６１２を示す図である。トップ画
面６１２には、「ＤＬＮＡクライアント」というタイトル、「写真を見る」および「音楽
をきく」などの項目からなる選択項目、ならびに「赤ボタンで、サーバ選択」という項目
６１２ａが表示されている。ユーザは、選択項目のうちいずれかを選択して、リモコン３
８の図示しない赤ボタンを操作することによって、選択された項目に対応するサーバ選択
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画面を表示することができる。すなわち、選択項目のうち「写真を見る」を選択して赤ボ
タンを操作すると、写真の表示を行うＤＬＮＡサーバを選択するためのサーバ選択画面６
１３が表示され、選択項目のうち「音楽をきく」を選択して赤ボタンを操作すると、音楽
の再生を行うＤＬＮＡサーバを選択するための図示しないサーバ選択画面が表示される。
【００８５】
　図９Ａ（ｄ）は、サーバ選択画面６１３の一例を示す図である。サーバ選択画面６１３
は、ＤＬＮＡサーバを選択するための画面であり、選択可能なサーバの一覧を示すサーバ
リストを表示する。図９Ａ（ｄ）に示したサーバ選択画面６１３は、トップ画面６１２で
「写真を見る」を選択した場合のサーバ選択画面６１３であり、図９Ａ（ｄ）に示したサ
ーバ選択画面６１３には、「携帯サーバＡ」および「ＰＣサーバＭ」の２つのＤＬＮＡサ
ーバが表示されている。「ＰＣ」は、パーソナルコンピュータの略称である。携帯サーバ
Ａは、携帯端末２のＤＬＮＡサーバに付与されているサーバ名称であり、「ＰＣサーバＭ
」は、表示装置３が接続される同じネットワークに接続されるＰＣに内蔵されるＤＬＮＡ
サーバに付与されているサーバ名称である。
【００８６】
　ユーザがリモコン３８を操作して、「携帯サーバＡ」を選択すると、ＤＬＮＡクライア
ントは、「携帯サーバＡ」という名称が付与されているＤＬＮＡサーバと連携するために
、携帯端末２に内蔵されるＤＬＮＡサーバとの通信を開始する。
【００８７】
　図９Ｂ（ｅ）は、トップディレクトリ画面６１４の一例を示す図である。トップディレ
クトリ画面６１４は、選択されたＤＬＮＡサーバの「公開フォルダ設定」の項目に設定さ
れている名称の記録媒体または記憶装置のフォルダのトップディレクトリを表示する。ト
ップディレクトリ画面６１４には、選択されているＤＬＮＡサーバ名、たとえば「携帯サ
ーバＡ」がかっこ付きで表示され、その下に、トップディレクトリにあるフォルダのフォ
ルダ名、たとえばフォルダ名「カメラ」およびフォルダ名「写真」が表示される。
【００８８】
　図９Ｂ（ｆ）は、写真リスト表示画面６１５の一例を示す図である。ユーザが、図９Ｂ
（ｅ）に表示されたトップディレクトリから下位の階層のディレクリを順次選択して、表
示させたい写真の画像データのあるフォルダを選択すると、そのフォルダについての写真
リスト表示画面６１５が表示される。写真リスト表示画面６１５には、選択されたフォル
ダ名がかっこ付きで表示され、その下に、表示可能な写真の画像データが記憶されるファ
イル名が、ＤＢに登録されている後述する公開順で表示される。
【００８９】
　たとえば、トップディレクトリでフォルダ名「カメラ」を選択し、その下の階層でフォ
ルダ名「ＡＡＡ１０００」を選択すると、図９Ｂ（ｆ）に示した写真リスト表示画面６１
５が表示される。図９Ｂ（ｆ）に示した写真リスト表示画面６１５には、選択されたフォ
ルダ名「カメラ／ＡＡＡ１０００」がかっこ付きで表示され、表示可能な画像データのフ
ァイル名として、ファイル名「ＤＳＣ０１００」、ファイル名「ＤＳＣ００９９」および
ファイル名「ＤＳＣ００９８」が上から下に日付降順で表示されている。
【００９０】
　写真リストは、ＤＬＮＡサーバによって作成されるコンテンツリストのうち、写真の画
像データについてのコンテンツリストである。出力データリストであるコンテンツリスト
は、写真リストの他に、音楽の音声データについてのコンテンツリストである音楽リスト
、および動画コンテンツの動画データについてのコンテンツリストである動画リストなど
が含まれる。コンテンツリストは、画像データなどのデータを含むフォルダ単位で生成さ
れ、表示あるいは再生される順序で、該フォルダ内のファイル名を一覧で表わされたリス
トである。図９Ａ（ｃ）のトップ画面６１２で「音楽をきく」を選択した場合は、写真リ
スト表示画面６１５の代わりに、音楽リストを表示する図示しない音楽リスト表示画面が
表示される。
【００９１】
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　図９Ｂ（ｇ）は、写真表示画面６１６の一例を示す図である。ユーザが、図９Ｂ（ｆ）
に表示された写真リストから表示させたい画像データのあるファイル名、たとえば「ＤＳ
Ｃ０１００」を選択すると、選択されたファイル名の画像データが写真表示画面６１６に
表示される。写真表示画面６１６には、選択されたファイル名の画像データによる画像が
表示され、画像の中にその画像データのファイル名が表示される。そして、最下段に「右
：次の写真　戻る：再生終了」と表示された操作方法を説明する操作説明メッセージ６１
６ａも表示される。
【００９２】
　「右：次の写真　戻る：再生終了」が表示される操作説明メッセージ６１６ａは、リモ
コン３８のカーソルキーのうち右方向のカーソルキーを操作すると、写真リストに示され
た次の写真を表示することを示す。そして、リモコン３８のカーソルキーのうち戻るキー
を操作すると、写真の再生、つまり写真の表示を終了し、写真リスト表示画面６１５に戻
ることを示している。図９Ｂ（ｇ）に示した写真表示画面６１６には、ファイル名「ＤＳ
Ｃ０１００」の画像データが表示されている。
【００９３】
　写真表示画面６１６が表示された後、リモコン３８による操作が何も行われずに、所定
の時間が経過すると、ＤＬＮＡクライアントは、スライドショー機能が働き、写真リスト
表示画面６１５に示された写真リストのファイル名の画像データを一定の時間毎に写真リ
ストの順序で順次表示する。
【００９４】
　図９Ｂ（ｈ）は、他の写真表示画面６１７の例を示す図である。写真表示画面６１７は
、図９Ｂ（ｇ）に示した写真表示画面６１６で、リモコン３８の右カーソルキーを操作し
たときに表示される画面であり、図９Ｂ（ｆ）に示した写真リスト表示画面６１５の写真
リストで、ファイル名「ＤＳＣ０１００」の次のファイル名「ＤＳＣ００９９」の画像デ
ータが表示されている。写真リストは、日付降順であるので、ファイル名「ＤＳＣ０１０
０」よりも１つ前の画像データであるファイル名「ＤＳＣ００９９」の画像データが表示
され、画像データが過去に遡って順次表示されることになる。
【００９５】
　図１０は、表示装置３で写真を表示するための操作手順の第２の例を示す図である。図
９Ａ図および第９Ｂ図に示した第１の例では、画像データを日付降順で表示したが、第２
の例は、日付昇順で画像データを表示する例である。
【００９６】
　図１０（ａ）は、携帯サーバＡが表示するフォルダのトップディレクトリを表示するト
ップディレクトリ画面６２であり、図９Ｂ（ｅ）に示したトップディレクトリ画面６１４
と同じ画面である。図１０（ａ）に示したトップディレクトリ画面６２では、リモコン３
８によってフォルダ名「写真」にカーソル６２ａが移動されている。リモコン３８によっ
て、フォルダ名「写真」を選択し、続いて表示されるフォルダ名の中からフォルダ名「２
００９１２２４クリスマス会」を選択すると、フォルダ名「２００９１２２４クリスマス
会」の写真リスト表示画面６２１を表示することができる。
【００９７】
　図１０（ｂ）は、写真リスト表示画面６２１の一例を示す図である。写真リスト表示画
面６２１は、フォルダ名「２００９１２２４クリスマス会」のフォルダに含まれるファイ
ルのファイル名を、ＤＢの登録されている後述する公開順、この場合は日付昇順で表示す
る。図１０（ｂ）に示した写真リスト表示画面６２１には、選択されたフォルダ名「写真
／２００９１２２４クリスマス会」がかっこ付きで表示され、表示可能な画像データのフ
ァイル名として、ファイル名「ＢＢＢ００１０」、ファイル名「ＢＢＢ００１１」および
ファイル名「ＣＣＣ００１３」が上から下に日付昇順で表示されている。
【００９８】
　ユーザは、リモコン３８によって、写真リスト表示画面６２１に表示されている写真リ
ストの中から表示したい画像データのファイル名を選択することによって、選択したファ
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イル名の画像データを表示することができる。たとえばカーソル６２１ａによってファイ
ル名「ＢＢＢ００１０」を選択すると、ファイル名「ＢＢＢ００１０」の画像データを表
示することができる。
【００９９】
　図１０（ｃ）は、さらに他の写真表示画面６２２の一例を示す図である。写真表示画面
６２２には、ファイル名「ＢＢＢ００１０」の画像データが表示され、「右：次の写真　
戻る：再生終了」と表示された操作説明メッセージ６２２ａも表示されている。
【０１００】
　図１０（ｄ）は、さらに他の写真表示画面６２３の一例を示す図である。写真表示画面
６２３には、図１０（ｃ）に示した写真表示画面６２２で、リモコン３８の右カーソルキ
ーを操作したときに表示される画面であり、ファイル名「ＢＢＢ００１１」の画像データ
が表示されている。すなわち、図１０（ｂ）に示した写真リスト表示画面６２１の写真リ
ストで、ファイル名「ＢＢＢ００１０」の次のファイル名「ＢＢＢ００１１」の画像デー
タが表示されている。
【０１０１】
　図１１は、表示装置３で写真を表示するための操作手順の第３の例を示す図である。第
３の例は、第２の例と同様に、画像データを日付昇順で表示する例である。図１１（ａ）
は、携帯サーバＡが表示するフォルダのトップディレクトリを表示するトップディレクト
リ画面６３であり、図１０（ａ）に示したトップディレクトリ画面６２と同じ画面である
。図１１（ａ）に示したトップディレクトリ画面６３でも、リモコン３８によってフォル
ダ名「写真」にカーソル６３ａが移動されている。リモコン３８によって、フォルダ名「
写真」を選択し、続いて表示されるフォルダ名の中からフォルダ名「誕生会」を選択する
と、フォルダ名「誕生会」の写真リスト表示画面６３１を表示することができる。
【０１０２】
　図１１（ｂ）は、写真リスト表示画面６３１の一例を示す図である。写真リスト表示画
面６３１は、フォルダ名「誕生会」のフォルダに含まれるファイルのファイル名を、ＤＢ
の登録されている後述する公開順、この場合は日付昇順で表示する。図１１（ｂ）に示し
た写真リスト表示画面６３１には、選択されたフォルダ名「写真／誕生会」がかっこ付き
で表示され、表示可能な画像データのファイル名として、ファイル名「ＤＤＤ０００１」
、ファイル名「ＥＥＥ００１３」およびファイル名「ＥＥＥ００２３」が上から下に日付
昇順で表示されている。
【０１０３】
　ユーザは、リモコン３８によって、写真リスト表示画面６３１に表示されている写真リ
ストの中から表示したい画像データのファイル名を選択することによって、選択したファ
イル名の画像データを表示することができる。たとえばカーソル６３１ａによってファイ
ル名「ＥＥＥ００１３」を選択すると、ファイル名「ＥＥＥ００１３」の画像データを表
示することができる。
【０１０４】
　図１１（ｃ）は、さらに他の写真表示画面６３２の一例を示す図である。写真表示画面
６３２には、ファイル名「ＥＥＥ００１３」の画像データが表示され、「右：次の写真　
戻る：再生終了」と表示された操作説明メッセージ６３２ａも表示されている。
【０１０５】
　図１１（ｄ）は、さらに他の写真表示画面６３３の一例を示す図である。写真表示画面
６３３には、図１１（ｃ）に示した写真表示画面６３２で、リモコン３８の右カーソルキ
ーを操作したときに表示される画面であり、ファイル名「ＥＥＥ００２３」の画像データ
が表示されている。すなわち、図１１（ｂ）に示した写真リスト表示画面６２１の写真リ
ストで、ファイル名「ＥＥＥ００１３」の次のファイル名「ＥＥＥ００２３」の画像デー
タが表示されている。
【０１０６】
　図１２は、表示装置３で写真を表示するための操作手順の第４の例を示す図である。第
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４の例は、以前最後に表示した画像データを含むフォルダに含まれる画像データの表示を
再開、あるいは以前最後に再生した音楽データを含むフォルダに含まれる音楽データの再
生を再開するときの例である。
【０１０７】
　図１２（ａ）は、他のトップ画面６４の一例を示す図である。トップ画面６４は、図９
Ａ（ｃ）に示したトップ画面６１２と同じ画面である。ユーザは、トップ画面６４が表示
された後、リモコン３８の図示しない赤ボタンによる操作を行うことなく、カーソル６４
ａで「写真を見る」を選択することによって、以前最後に表示した画像データを含むフォ
ルダに含まれる画像データの表示を再開することができ、またはカーソル６４ａで「音楽
をきく」を選択することによって、以前最後に再生した音楽データを含むフォルダに含ま
れる音楽データの再生を再開することができる。
【０１０８】
　ＤＬＮＡクライアントは、以前最後に表示した画像データのフォルダ名と、そのフォル
ダの写真リストと、そのフォルダ内の画像データのうち最初に表示した画像データのファ
イル名とを、第２一時記憶部３２に記憶しておく。そして、トップ画面６４を表示した後
、リモコン３８の図示しない赤ボタンによる操作が行われることなく、カーソル６４ａで
「写真を見る」が選択されたとき、第２一時記憶部３２に記憶したファイル名の画像デー
タから、第２一時記憶部３２に記憶したフォルダ名および写真リストに基づいて、画像デ
ータの表示を再開する。
【０１０９】
　最後に表示した画像データの続きから表示する場合は、最初に表示した画像データのフ
ァイル名の代わりに、最後に表示した画像データのファイル名を記憶しておき、画像デー
タの表示を再開するときは、第２一時記憶部３２に記憶したフォルダ名の次のファイル名
の画像データから表示を再開する。次の画像データが、その画像データを含むフォルダ内
の最後の画像データのときは、同じフォルダ内の最初の画像データから表示を再開する。
【０１１０】
　図１２（ｂ）は、さらに他の写真表示画面６４１の一例を示す図である。写真表示画面
６４１は、画像の表示を再開した直後の写真表示画面であり、図１１（ｃ）に示した写真
表示画面６３２と同じ画面である。図１２（ｃ）は、さらに他の写真表示画面６４２の一
例を示す図である。写真表示画面６４２は、図１２（ｂ）に示した写真表示画面６４１の
次に表示される写真表示画面であり、図１１（ｄ）に示した写真表示画面６３３と同じ画
面である。
【０１１１】
　図１３は、ＤＢのデータ構造７１を示す図である。ＤＢは、携帯端末２のＤＬＮＡサー
バ、つまり携帯サーバＡによって生成され、携帯端末２の第１一時記憶部２２に記憶され
る。ＤＬＮＡサーバは、起動された直後、ＤＬＮＡ設定の「公開フォルダ設定」の項目に
設定されている名称の記録媒体、たとえばＳＤに記録、または記憶装置、たとえば本体に
記憶されている公開データについて、ＤＢを作成する。
【０１１２】
　ＤＢのデータ構造７１は、「フォルダ名」、「フォルダのパス」、「公開ファイル有無
」、「公開ファイル名」および「公開順」の５つの項目を含む。「フォルダ名」の項目は
、「公開フォルダ設定」の項目に設定されている名称の記録媒体、たとえばＳＤに記録、
または記憶装置、たとえば本体に記憶されているフォルダのフォルダ名である。ＳＤは、
たとえばＳＤカード４であり、本体は、たとえば携帯端末２の第１一時記憶部２２である
。「フォルダのパス」の項目は、フォルダ名の項目に示されているフォルダ名のフォルダ
があるディレクトリ内のパスを示す。「公開ファイル有無」の項目は、「フォルダ名」の
項目に示されているフォルダ名のフォルダ内にファイルがあるか否かを示し、「ｎｏ」は
フォルダ内に公開するファイルがないことを示し、「ｙｅｓ」はフォルダ内に公開するフ
ァイルがあることを示す。
【０１１３】
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　「公開ファイル名」の項目は、「公開ファイル有無」の項目が「ｙｅｓ」のフォルダに
ついて、「フォルダ名」の項目に示されているフォルダ名のフォルダ内に含まれるファイ
ルのファイル名を１つずつ示す。「公開ファイル有無」の項目が「ｎｏ」のフォルダにつ
いては、公開ファイル名は登録されることはなく、そのフォルダに公開ファイルが記録ま
たは記憶されていないことを示す「－」が登録される。「公開ファイル名」の項目に登録
されるファイル名は、ＳＤに記録されている順序、または本体に記憶されている順序で登
録される。ＳＤまたは本体には、各ファイルが生成された順序で記憶されており、ＤＢの
公開ファイル名に登録されたファイル名も生成された順序、つまり日付昇順で記憶されて
いる。
【０１１４】
　図１３に示したＤＢのデータ構造７１では、ＳＤに記録されている順序、または本体に
記憶されている順序に登録したが、ＤＢに登録するときに、「公開順」の項目に示される
順序で登録してもよい。ＳＤカード４に記録されるデータ、および第１一時記憶部２２に
記憶されるデータのファイルは、各データが生成された日時を表す日時情報も記録または
記憶されているので、その日時情報に基づいて、日付降順または日付昇順で登録する。
【０１１５】
　「公開順」の項目は、「公開ファイル有無」の項目が「ｙｅｓ」のフォルダについて、
「公開ファイル名」の項目に示されるファイル名のファイルを公開する順序を示す。「公
開ファイル有無」の項目が「ｎｏ」のフォルダについては、公開順は登録されることはな
く、公開順がないことを示す「－」が登録される。配列順序である公開順には、日付降順
と日付昇順とがあり、いずれかの公開順が示される。「降順」は、公開順が日付降順であ
ることを示し、「昇順」は、公開順が日付昇順であることを示す。公開順は、ＤＬＮＡサ
ーバがＤＢを作成するとき、各ファイルを含むフォルダのフォルダ名に基づいて、日付降
順か日付昇順かを決定して、ＤＢに登録する。同じフォルダ内のファイルについては、同
じ公開順が登録される。
【０１１６】
　具体的には、フォルダ名が「日付」または「催し名」を含むとき、公開順を日付昇順と
して登録し、フォルダ名が「日付」および「催し名」のいずれをも含まないとき、公開順
を日付降順として登録する。フォルダ名に「日付」または「催し名」が含まれているフォ
ルダ内の画像データは、たとえば写真の画像データである場合、撮影された順序で表示す
ると、複数の写真が有するストーリー性を損なうことなく写真の画像を表示することがで
きるので、より効果的に閲覧者に表示することができる。「日付」は、日付情報であり、
「催し名」は、催し名称情報である。
【０１１７】
　「日付」は、年月日、月日、年月、年、月および日を含む。「日付」は、数字だけ、数
字および漢字の組み合わせ、ならびに数字およびローマ字の組み合わせなどで表わされて
もよい。「日付」を数字だけで表わす場合、年月日の記載順は、年を「ＹＹＹＹ」または
「ＹＹ」、月を「ＭＭ」、日を「ＤＤ」で表わしたとき、たとえば「ＹＹＹＹＭＭＤＤ」
、「ＹＹＭＭＤＤ」、「ＭＭＤＤＹＹＹＹ」、「ＭＭＤＤＹＹ」および「ＭＭＤＤ」など
の順に記載することができる。「日付」を数字および漢字の組み合わせで表わす場合、た
とえば「２００９年１２月２４日」、「２００９年１０月」および「２００８年」などで
表わされる。「日付」を数字およびローマ字の組み合わせで表わす場合、たとえば、月を
英語のフルスペルまたは省略形で表わし、年と月と日とを、「＿」、「．」、「　（スペ
ース）」などの記号で区切ってもよい。具体的には、「Ｊａｎ.１２,２０１０」、「Ｊａ
ｎ．１２」および「２０１０　Ｊａｎ．１２」などと表示する。ローマ字については、大
文字小文字の混在、および全角半角の混在を許容するようにしてもよい。
【０１１８】
　「催し名」は、たとえば「正月」、「初詣」、「誕生日」、「同窓会」、「忘年会」、
「歓送会」、「歓迎会」、「送迎会」、「七五三」、「クリスマス」、「祭り」、「発表
会」、「学園祭」、「体育祭」、「運動会」、「遠足」、「旅行」および「地名」など催
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しに関連する名称であればよい。
【０１１９】
　フォルダ名が制御用のキーワードである制御キーワード（以下単に「キーワード」とも
いう）を含むとき、制御キーワードごとに予め定められる公開順を登録するようにしても
よい。制御キーワードを用いる場合は、「日付」および「催し名」よりも制御キーワード
を優先する。すなわち、フォルダ名に制御キーワードが含まれているとき、そのフォルダ
名に「日付」または「催し名」が含まれていても、フォルダ名に含まれている「日付」ま
たは「催し名」による公開順の判断は行わない。１つのフォルダ名に複数の制御キーワー
ドが含まれているときは、制御キーワードは無効とし、制御キーワードによる公開順の判
断は行わない。キーワードを表す情報は、キーワード情報である。
【０１２０】
　制御キーワードは、たとえば「Ｒｅｖｅｒｓｅ」、「Ｒｅｗｉｎｄ」、「ＡＢＣ」、「
Ｒａｎｄａｍ」および「お気に入り」などがある。「Ｒｅｖｅｒｓｅ」は、公開順を「日
付降順」または「標準設定の逆順」として登録する。「標準設定」は、「日付降順」また
は「日付昇順」であり、第１一時記憶部２２に予め記憶されている。「標準設定」が「日
付降順」に設定されているとき、「標準設定の逆順」は、「日付昇順」であり、「標準設
定」が「日付昇順」に設定されているとき、「標準設定の逆順」は、「日付降順」である
。「Ｒｅｗｉｎｄ」は、公開順を「日付降順」、または「標準設定の逆順」として登録す
る。
【０１２１】
　「ＡＢＣ」は、公開順を「ＡＢＣ順」として登録する。「ＡＢＣ順」は、アルファベッ
ト順のことであり、ＤＬＮＡサーバは、コンテンツリストを作成するとき、公開順が「Ａ
ＢＣ順」に設定されている場合、選択されたフォルダ名のフォルダに含まれるファイルに
ついて、ファイル名に含まれるローマ字からなる文字列に基づいて、ファイル名をアルフ
ァベット順に並べ、数字も含む場合は、ローマ字からなる文字列によってアルファベット
順に並べた後、同じ文字列について数字を昇順に並べる。
【０１２２】
　「Ｒａｎｄａｍ」は、公開順を「アットランダムな順序」として登録する。「アットラ
ンダムな順序」は、規則性のない順序のことであり、ＤＬＮＡサーバは、コンテンツリス
トを作成するとき、公開順が「アットランダムな順序」に設定されている場合、たとえば
乱数を発生させる関数を用いて乱数を発生し、発生した乱数を用いて、選択されたフォル
ダ名のフォルダに含まれるファイルのファイル名を不規則な順序で並べる。
【０１２３】
　「お気に入り」は、たとえば公開順を「再生回数の多い順序」として登録する。この場
合、ＤＬＮＡサーバは、ファイルを表示した回数あるいは再生した回数を再生回数として
、ファイル名ごとに第１一時記憶部２２に記憶しておき、コンテンツリストを作成すると
き、公開順が「再生回数の多い順序」に設定されている場合、選択されたフォルダ名のフ
ォルダに含まれるファイルのファイル名を、第１一時記憶部２２に記憶されている再生回
数に基づいて、再生回数の多い順序に並べる。
【０１２４】
　制御キーワードは、これらに限定されるものではなく、他の制御キーワードを用いても
よい。また、たとえばユーザが操作部２９によって、制御キーワードおよびその制御キー
ワードについての公開順を第１一時記憶部２２に設定することができるようにし、ＤＬＮ
Ａサーバは、第１一時記憶部２２に設定されている制御キーワードおよび公開順に従って
ＤＢに公開順を登録するようにしてもよい。
【０１２５】
　図１３に示したＤＢのデータ構造７１は、「公開フォルダ設定」の項目に「ＳＤ」が設
定されており、ＳＤカード４のディレクトリ構成が図８に示したディレクトリ構成５０で
あるときのデータ構造である。データ構造７１の最上段の行には、「フォルダ名」の項目
に、ディレクトリ構成５０の最上位の階層にあるフォルダのフォルダ名「Ｐｈｏｔｏ」が
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示され、「フォルダのパス」の項目に、「￥ｓｄｃａｒｄ￥Ｐｈｏｔｏ」が示され、「公
開ファイル有無」の項目に、「ｎｏ」が示されている。「フォルダのパス」の項目に示さ
れる「￥ｓｄｃａｒｄ」は、ＳＤカード４のルートディレクトリを表す。「公開ファイル
名」の項目および「公開順」の項目には、「－」が示されている。
【０１２６】
　データ構造７１の第２番目の行には、「フォルダ名」の項目に、ディレクトリ構成５０
の第２階層にあるフォルダのフォルダ名「カメラ」が示され、「フォルダのパス」の項目
に、「￥ｓｄｃａｒｄ￥Ｐｈｏｔｏ￥カメラ」が示され、「公開ファイル有無」の項目に
、「ｎｏ」が示され、「公開ファイル名」の項目および「公開順」の項目に、「－」が示
されている。同様に、データ構造７１の第３番目の行には、「フォルダ名」の項目に、デ
ィレクトリ構成５０の第２階層にあるフォルダのフォルダ名「写真」が示され、「フォル
ダのパス」の項目に、「￥ｓｄｃａｒｄ￥Ｐｈｏｔｏ￥写真」が示され、「公開ファイル
有無」の項目に、「ｎｏ」が示され、「公開ファイル名」の項目および「公開順」の項目
に、「－」が示されている。
【０１２７】
　データ構造７１の第４番目の行には、「フォルダ名」の項目に、ディレクトリ構成５０
の第３階層にあるフォルダのフォルダ名「ＡＡＡ１０００」が示され、「フォルダのパス
」の項目に、「￥ｓｄｃａｒｄ￥Ｐｈｏｔｏ￥カメラ￥ＡＡＡ１０００」が示され、「公
開ファイル有無」の項目に、「ｙｅｓ」が示され、「公開ファイル名」の項目に、「ＤＳ
Ｃ０００１．ｊｐｇ」が示され、「公開順」の項目に、「降順」が示されている。データ
構造７１の第５番目以降の行に、同じフォルダ名「ＡＡＡ１０００」のフォルダに含まれ
るファイルについては、「公開ファイル名」の項目に、ファイル名「ＤＳＣ０００２．ｊ
ｐｇ」～ファイル名「ＤＳＣ０１００．ｊｐｇ」が示され、いずれも「公開順」の項目に
、「降順」が示されている。
【０１２８】
　図１３に示したＤＢのデータ構造７１は、ＳＤに記録されている順序、または本体に記
憶されている順序に登録されているが、「公開順」の項目に示される順序で登録される場
合は、フォルダ名「ＡＡＡ０１００」のフォルダ内のファイルは、「公開順」の項目が日
付降順であるので、ファイル名「ＤＳＣ０１００．ｊｐｇ」～「ＤＳＣ０００１．ｊｐｇ
」の順に登録される。
【０１２９】
　また、フォルダ名の項目が「２００９１２２４クリスマス会」であるフォルダ内のファ
イルについては、「フォルダのパス」の項目に、「￥ｓｄｃａｒｄ￥Ｐｈｏｔｏ￥写真￥
２００９１２２４クリスマス会」が示され、「公開ファイル有無」の項目に、「ｙｅｓ」
が示され、「公開ファイル名」の項目に、ファイル名「ＢＢＢ００１０．ｊｐｇ」、ファ
イル名「ＢＢＢ００１１．ｊｐｇ」およびファイル名「ＣＣＣ００１３．ｊｐｇ」が、こ
の順序で示され、いずれも「公開順」の項目に、「昇順」が示されている。さらにまた、
フォルダ名の項目が「誕生会」であるフォルダ内のファイルについては、「フォルダのパ
ス」の項目に、「￥ｓｄｃａｒｄ￥Ｐｈｏｔｏ￥写真￥誕生会」が示され、「公開ファイ
ル有無」の項目に、「ｙｅｓ」が示され、「公開ファイル名」の項目に、ファイル名「Ｄ
ＤＤ００１１．ｊｐｇ」、ファイル名「ＥＥＥ００１３．ｊｐｇ」およびファイル名「Ｅ
ＥＥ００２３．ｊｐｇ」が、この順序で示され、いずれも「公開順」の項目に、「昇順」
が示されている。
【０１３０】
　図１４は、コンテンツリストのデータ構造７２を示す図である。コンテンツリストは、
公開するデータを含むフォルダ名が表示装置３のＤＬＮＡクライアントから知らされたと
き、ＤＢに基づいて、携帯端末２のＤＬＮＡサーバ、つまり携帯サーバＡによって生成さ
れ、ＤＬＮＡクライアントに送信され、ＤＬＮＡクライアントによって表示装置３に表示
される。
【０１３１】



(24) JP 5119288 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

　コンテンツリストのデータ構造７２は、「リスト番号」、「公開ファイル名」および「
フォルダのパス」の３つの項目を含む。「リスト番号」の項目は、公開する順序を示す番
号であり、コンテンツリストの「公開ファイル名」の項目に登録されるファイルに、「１
」からの整数が上昇順に付与される。「フォルダのパス」の項目は、「公開ファイル名」
の項目に示されるファイル名のファイルを含むフォルダが記録されているＳＤまたは記憶
されている本体のパスを示す。
【０１３２】
　「公開ファイル名」の項目は、ＤＢの「フォルダ名」の項目に登録されているフォルダ
名のうちＤＬＮＡクライアントから知らされた選択されたフォルダ名に含まれるファイル
のファイル名を１つずつ登録する。ファイル名が「公開ファイル名」の項目に登録される
順序は、ＤＢの「公開順」の項目に示される公開順であり、たとえば「公開順」の項目に
示される公開順が日付降順であるときは、ＤＢの「公開ファイル名」の項目に登録されて
いる順序とは逆の順序で登録され、「公開順」の項目に示される公開順が日付昇順である
ときは、ＤＢの「公開ファイル名」の項目に登録されている順序で登録される。
【０１３３】
　日付昇順あるいは日付降順は、ＤＢの「公開ファイル名」の項目に登録されている順序
ではなく、ＳＤカード４あるいは第１一時記憶部２２に、画像データとともに記録あるい
は記憶されている生成された日時を表す日時情報に基づいて登録する順序を決定してもよ
い。
【０１３４】
　図１４に示したコンテンツリストのデータ構造７２には、「フォルダのパス」の項目に
示される「￥ｓｄｃａｒｄ￥Ｐｈｏｔｏ￥写真￥２００９１２２４クリスマス会」のパス
にあるフォルダ名「２００９１２２４クリスマス会」に含まれるフォルダが、リスト番号
「１」に公開ファイル名「ＢＢＢ００１０．ｊｐｇ」が示され、リスト番号「２」に公開
ファイル名「ＢＢＢ００１１．ｊｐｇ」が示され、リスト番号「３」に公開ファイル名「
ＣＣＣ００１３．ｊｐｇ」が示されている。したがって、図１４に示されるコンテンツリ
ストでは、ファイル名「ＢＢＢ００１０．ｊｐｇ」のファイル、ファイル名「ＢＢＢ００
１１．ｊｐｇ」のファイル、およびファイル名「ＣＣＣ００１３．ｊｐｇ」の順にこれら
のファイルの画像データが表示装置３に表示されることになる。
【０１３５】
　図１５は、携帯端末２が実行する第１のＤＬＮＡ設定処理の処理手順を示すフローチャ
ートである。第１のＤＬＮＡ設定処理は、ＤＬＮＡクライアントから要求があったときに
公開ファイルをＤＬＮＡクライアントに公開することができるように、公開ファイルのＤ
Ｂを作成する処理である。ユーザが、携帯端末２の第１表示部２３に表示されるメニュー
からＤＬＮＡ設定の項目を選択すると、ステップＡ１に移る。
【０１３６】
　ステップＡ１では、ＤＬＮＡサーバが起動される。具体的には、ＤＬＮＡサーバに含ま
れるＤＬＮＡ設定アプリが起動される。ステップＡ２では、起動されたＤＬＮＡサーバに
含まれるＤＬＮＡ設定アプリは、ＤＬＮＡ設定画面、たとえば図７Ａ（ｃ）に示したＤＬ
ＮＡ設定画面４１を第１表示部２３に表示する。ステップＡ３では、ユーザが操作部２９
を操作することによってフォルダ設定を選択する。フォルダ設定は、図７Ｂ（ｄ）に示し
たＤＬＮＡ設定画面４１ａの「公開フォルダ設定」の項目を操作部２９によって選択する
ことによって選択される。
【０１３７】
　ステップＡ４では、ＤＬＮＡ設定アプリは、ステップＡ３で「公開フォルダ設定」の項
目が選択されると、ＤＬＮＡ設定フォルダ設定画面、たとえば図７Ｂ（ｄ）に示したＤＬ
ＮＡ設定フォルダ設定画面４１ｂを第１表示部２３に表示する。ステップＡ５では、ユー
ザが操作部２９を操作することによって、公開フォルダを選択する。ＤＬＮＡ設定フォル
ダ設定画面４１ｂには、選択対象の公開フォルダとして、公開フォルダが記録される記録
媒体の名称、たとえば「ＳＤ」、および公開フォルダが記憶される記憶装置の名称、たと
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えば「本体」が表示される。ユーザは、表示された名称、たとえば「ＳＤ」および「本体
」の中から公開させたい公開ファイルを含む公開フォルダの名称を選択する。
【０１３８】
　ステップＡ６では、ＤＬＮＡ設定アプリは、ステップＡ５で公開フォルダが選択される
と、ＤＬＮＡ設定画面、たとえば図７Ａ（ｃ）に示したＤＬＮＡ設定画面４１ｃを第１表
示部２３に表示する。ＤＬＮＡ設定アプリは、ＤＬＮＡ設定画面４１ｃの「公開フォルダ
設定」の項目に、選択された公開フォルダの名称、たとえば「ＳＤ」を表示する。ステッ
プＡ７では、ユーザが操作部２９を操作することによって、サーバ稼働を選択する。サー
バ稼働は、ＤＬＮＡサーバを起動して稼働させることである。具体的には、ユーザが操作
部２９によって、図７Ｃ（ｅ）に示したＤＬＮＡ設定画面４１ｄの「起動ＯＮ／ＯＦＦフ
ラグ」の項目の「起動ＯＮ」を選択することによって、サーバ稼働を選択する。「起動Ｏ
Ｎ」の項目が選択されると、ＤＬＮＡサーバが起動され、ＤＬＮＡサーバは稼働状態とな
る。
【０１３９】
　ステップＡ８では、ＤＬＮＡサーバは、ＤＢの構築を開始する。このとき、ＤＢの構築
中であることを示すメッセージ、たとえば「ＤＬＮＡ準備中（ＤＢ）作成」というメッセ
ージを、図７Ｃ（ｅ）に示したＤＬＮＡ設定画面４１ｅの中央部に表示する。ステップＡ
９では、ＤＬＮＡサーバは、「公開フォルダ設定」の項目に設定されている公開フォルダ
の名称の記録媒体または記録装置にフォルダが記憶されているか否かを探索する。ステッ
プＡ１０では、ＤＬＮＡサーバは、フォルダを検出したか否かを判定する。フォルダを検
出したとき、ステップＡ１１に進み、フォルダを検出しなかったとき、ステップＡ１５に
進む。
【０１４０】
　ステップＡ１１では、ＤＬＮＡサーバは、検出したフォルダのフォルダ名にキーワード
を含むか否かを判定する。キーワードを含むとき、ステップＡ１２に進み、キーワードを
含まないとき、ステップＡ１３に進む。ステップＡ１２では、ＤＬＮＡサーバは、検出し
たフォルダ以下のファイル、つまり検出されたフォルダ内のファイルを公開ファイルとし
て日付昇順でＤＢに登録して、ステップＡ９に戻り、他のフォルダについてステップＡ９
～Ａ１４を繰り返す。ステップＡ１３では、ＤＬＮＡサーバは、フォルダ名に日付または
催し名を含むか否かを判定する。フォルダ名に日付または催し名を含むとき、ステップＡ
１２に進み、日付および催し名のいずれをも含まないとき、ステップＡ１４に進む。ステ
ップＡ１４では、ＤＬＮＡサーバは、フォルダ以下のファイルを公開ファイルとして日付
降順でＤＢに登録して、ステップＡ９に戻り、他のフォルダについてステップＡ９～Ａ１
４を繰り返す。
【０１４１】
　ステップＡ１５では、ＤＬＮＡサーバは、ネットワークに接続されていることを確認す
る。具体的には、ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４がネットワークと通信可能な状態に
なっていることを確認する。ステップＡ１６では、ＤＬＮＡサーバは、ネットワークと接
続中であるか否かを判定する。第１通信部２４がネットワークと通信可能な状態であると
き、ネットワークと接続中であると判定し、ステップＡ１７に進み、第１通信部２４がネ
ットワークと通信可能な状態でないとき、ＤＬＮＡクライアントがネットワークと接続中
でないと判定し、ステップＡ１９に進む。
【０１４２】
　ステップＡ１７では、ＤＬＮＡサーバは、ＤＬＮＡサーバの準備ができたことを示すメ
ッセージ、たとえば「ＤＬＮＡ準備できました。」というメッセージを、図７Ｃ（ｅ）に
示したＤＬＮＡ設定画面４１ｆの中央部に表示するとともに、ＤＬＮＡクライアントに対
する処理を開始し、ＤＬＮＡクライアントに対する処理を開始したことを、ＤＬＮＡクラ
イアントに通知する。ＤＬＮＡクライアント、たとえば表示装置３は、この通知を受ける
と、通知を発したＤＬＮＡサーバをサーバリストに登録する。
【０１４３】
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　ステップＡ１８では、ＤＬＮＡサーバは、ＤＬＮＡクライアントからの処理要求の受け
付けを開始し、第１のＤＬＮＡ設定処理を終了する。ステップＡ１９では、ＤＬＮＡサー
バは、ネットワークへの接続を待ち、接続されたことを示す接続イベントが知らされたと
き、ステップＡ１７に進む。接続イベントは、第１通信部２４がネットワークと通信可能
な状態になったとき、第１通信部２４がＤＬＮＡサーバに、ネットワークに接続されたこ
とを知らせるイベントである。
【０１４４】
　図１６は、携帯端末２が実行する第１のコンテンツリスト送信処理の処理手順および表
示装置３が実行する第１のコンテンツリスト要求処理の処理手順を対応付けて示すフロー
チャートである。図７Ｃ（ｅ）に示したＤＬＮＡ設定画面４１ｄで「起動ＯＮ／ＯＦＦフ
ラグ」の項目の「起動ＯＮ」が操作部２９によって選択されると、ＤＬＮＡサーバが起動
され、ＤＬＮＡサーバは、ステップＢ１に移る。また、図９Ａ（ｂ）に示した画面６１１
に表示されたメニュー６１１ａでリモコン３８によって「３．ＤＬＮＡ」の項目が選択さ
れると、ＤＬＮＡクライアントが起動され、ＤＬＮＡクライアントは、ステップＣ１に移
る。
【０１４５】
　ステップＢ１では、ＤＬＮＡサーバが起動される。ステップＢ２では、ＤＬＮＡサーバ
は、ＤＢの構築後、図７Ｃ（ｅ）に示したＤＬＮＡ設定画面４１ｈを表示して稼働状態と
なる。ステップＢ３では、ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４がＤＬＮＡクライアントか
らトップディレクトリ情報要求を受信するのを待ち、第１通信部２４がＤＬＮＡクライア
ントからトップディレクトリ情報要求を受信するとステップＢ４に進む。トップディレク
トリ情報は、「公開フォルダ設定」の項目に設定されている公開フォルダのトップディレ
クトリにあるフォルダの一覧を表すトップディレクトリリストのことである。トップディ
レクトリ情報要求は、ＤＬＮＡクライアントがＤＬＮＡサーバに、トップディレクトリリ
ストの送信を要求するものである。トップディレクトリ情報要求は、図１６に示した後述
するステップＣ６で送信されたトップディレクトリ情報要求である。
【０１４６】
　ステップＢ４では、ＤＬＮＡサーバは、ＤＢからトップディレクトリ情報を読み出す。
具体的には、ＤＢから、最上位の階層の直下にある第２階層のフォルダ名を読み出し、読
み出したフォルダ名の一覧をトップディレクトリリスト、つまりトップディレクトリ情報
とする。ステップＢ５では、ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４によってトップディレク
トリ情報をＤＬＮＡクライアントに送信する。
【０１４７】
　ステップＢ６では、ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４がＤＬＮＡクライアントから、
送信したトップディレクトリリストから選択されたフォルダ名のフォルダ情報要求を受信
するのを待つ。フォルダ情報は、トップディレクトリリストから選択されたフォルダ名の
フォルダ内にフォルダがあるときは、フォルダ内にあるフォルダの一覧であるフォルダリ
ストのことであり、トップディレクトリリストから選択されたフォルダ名のフォルダ内に
フォルダはなく、ファイルがあるときは、フォルダ内にあるファイルの一覧であるコンテ
ンツリストのことである。フォルダ情報としてコンテンツリストは、フォルダリストとも
いう。フォルダ情報要求は、ＤＬＮＡクライアントがＤＬＮＡサーバに、フォルダリスト
の送信を要求するものである。
【０１４８】
　ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４がＤＬＮＡクライアントからフォルダ情報要求、た
とえば”写真”フォルダ情報要求を受信すると、ステップＢ７に進む。”写真”フォルダ
情報要求は、フォルダ名「写真」のフォルダ内にあるフォルダのフォルダリストを要求す
るものであり、トップディレクトリ情報が示すトップディレクトリにあるフォルダのフォ
ルダ名、たとえばフォルダ名「写真」およびフォルダ名「カメラ」から、ＤＬＮＡクライ
アントによって「写真」が選択された場合に、図１６に示したステップＣ１０で送信され
た”写真”フォルダ情報要求である。トップディレクトリにあるフォルダのフォルダ名か
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ら、ＤＬＮＡクライアントによって「カメラ」が選択された場合は、ＤＬＮＡクライアン
トから”カメラ”フォルダ情報要求が送信される。
【０１４９】
　ステップＢ７では、ＤＬＮＡサーバは、ＤＢから”写真”フォルダ情報を読み出す。具
体的には、ＤＢから、フォルダ名「写真」のフォルダ内にあるフォルダのフォルダ名を読
み出し、読み出したフォルダ名の一覧をフォルダリスト、つまり”写真”フォルダ情報と
する。ステップＢ８では、ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４によって”写真”フォルダ
情報をＤＬＮＡクライアントに送信する。
【０１５０】
　ステップＢ９では、ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４がフォルダ情報要求を受信する
のを待つ。ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４がＤＬＮＡクライアントから、リモコン３
８によって選択されたフォルダ名のフォルダ情報要求、たとえば”２００９１２２４クリ
スマス会”フォルダ情報要求を受信すると、ステップＢ１０に進む。”２００９１２２４
クリスマス会”フォルダ情報は、ＤＬＮＡクライアントがＤＬＮＡサーバに、「写真」フ
ォルダ内にあるフォルダのフォルダ名の中から選択されたフォルダ名「２００９１２２４
クリスマス会」のフォルダ内にあるフォルダのフォルダリストである。”２００９１２２
４クリスマス会”フォルダ情報要求は、”２００９１２２４クリスマス会”フォルダ情報
の送信を要求するものであり、図１６に示したステップＣ１４で送信された”２００９１
２２４クリスマス会”フォルダ情報要求である。
【０１５１】
　ステップＢ１０では、ＤＬＮＡサーバは、ＤＢから”２００９１２２４クリスマス会”
フォルダ情報を読み出す。具体的には、フォルダ名「２００９１２２４クリスマス会」の
フォルダ内にフォルダはないので、ＤＬＮＡサーバは、ＤＢから、フォルダ名「２００９
１２２４クリスマス会」のフォルダ内にあるファイルのファイル名を読み出し、読み出し
たファイル名の一覧をフォルダリスト、つまり”２００９１２２４クリスマス会”フォル
ダ情報とする。ステップＢ１１では、ＤＬＮＡサーバは、”２００９１２２４クリスマス
会”フォルダ情報を第１通信部２４によってＤＬＮＡクライアントに送信して、第１のコ
ンテンツリスト送信処理を終了する。
【０１５２】
　ステップＣ１では、ＤＬＮＡクライアントが起動される。ステップＣ２では、ＤＬＮＡ
クライアントは、トップ画面、たとえば図９Ａ（ｃ）示したトップ画面６１２を表示する
。ステップＣ３では、ユーザが「ＤＬＮＡサーバリスト表示」の項目を選択する。「ＤＬ
ＮＡサーバリスト表示」の項目は、たとえば図９Ａ（ｃ）示したトップ画面６１２に表示
される「赤ボタンで、サーバ選択」という項目６１２ａである。ユーザはリモコン３８の
赤ボタンを操作することによって、「ＤＬＮＡサーバリスト表示」の項目を選択すること
ができる。ステップＣ４では、ＤＬＮＡクライアントは、サーバ選択画面、たとえば図９
Ａ（ｄ）に示したサーバ選択画面６１３にサーバリストを表示する。
【０１５３】
　ステップＣ５では、ユーザがサーバ選択画面６１３に表示されたサーバリストの中から
所望のＤＬＮＡサーバ、たとえば”携帯サーバＡ”をリモコン３８によって選択する。携
帯サーバＡは、携帯端末２のＤＬＮＡサーバである。ステップＣ６では、ＤＬＮＡクライ
アントは、リモコン３８によって選択されたＤＬＮＡサーバ、たとえば”携帯サーバＡ”
に、トップディレクトリ情報要求を第２通信部３４によって送信する。ステップＣ７では
、ＤＬＮＡクライアントは、ＤＬＮＡサーバからトップディレクトリ情報要求を第２通信
部３４によって受信する。このトップディレクトリ情報は、図１６に示したステップＢ５
で送信されたトップディレクトリ情報である。
【０１５４】
　ステップＣ８は、ＤＬＮＡクライアントは、トップディレクトリ画面、たとえば図１０
（ａ）に示したトップディレクトリ画面６２に、ＤＬＮＡサーバから受信したトップディ
レクトリ情報を、トップディレクトリリストとして表示する。ステップＣ９は、ユーザは
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、表示されたトップディレクトリリストからリモコン３８によって所望のフォルダ、たと
えばフォルダ名「写真」を選択する。ステップＣ１０は、ＤＬＮＡクライアントは、選択
されたフォルダ名のフォルダ情報を要求するフォルダ情報要求、たとえば”写真”フォル
ダ情報要求を、第２通信部３４によって携帯サーバＡに送信する。
【０１５５】
　ステップＣ１１では、ＤＬＮＡクライアントは、第２通信部３４によって送信したフォ
ルダ名のフォルダ情報、たとえば”写真”フォルダ情報を、ＤＬＮＡサーバから第２通信
部３４によって受信する。この”写真”フォルダ情報は、図１６に示したステップＢ８で
送信された”写真”フォルダ情報である。ステップＣ１１では、ＤＬＮＡクライアントは
、ＤＬＮＡサーバから受信した”写真”フォルダ情報を、”写真”フォルダリストとして
表示する。ステップＣ１３は、ユーザは、表示された”写真”フォルダリストからリモコ
ン３８によって所望のフォルダ、たとえばファイル名「２００９１２２４クリスマス会」
を選択する。ステップＣ１４は、ＤＬＮＡクライアントは、選択されたフォルダのフォル
ダ情報を要求するフォルダ情報要求、たとえば”２００９１２２４クリスマス会”フォル
ダ情報要求を、第２通信部３４によって携帯サーバＡに送信する。
【０１５６】
　ステップＣ１５では、ＤＬＮＡクライアントは、第２通信部３４によって送信したフォ
ルダのフォルダ情報、たとえば”２００９１２２４クリスマス会”フォルダ情報を、第２
通信部３４によってＤＬＮＡサーバから受信する。この”２００９１２２４クリスマス会
”フォルダ情報は、図１６に示したステップＢ１１で送信された”２００９１２２４クリ
スマス会”フォルダ情報である。ステップＣ１６では、ＤＬＮＡクライアントは、ＤＬＮ
Ａサーバから受信した”２００９１２２４クリスマス会”フォルダ情報を、”２００９１
２２４クリスマス会”フォルダリストとして、たとえば図１０（ｂ）に示した写真リスト
表示画面６２１のように表示して、第１のコンテンツリスト要求処理を終了する。
【０１５７】
　図１７は、携帯端末２が実行する画像送信処理の処理手順および表示装置３が実行する
画像表示処理の処理手順を対応付けて示すフローチャートである。ＤＬＮＡサーバは、図
１６に示したステップＢ１１で、第１のコンテンツリスト送信処理を終了すると、ステッ
プＤ１に移る。また、ＤＬＮＡクライアントは、図１６に示したステップＣ１６で、第１
のコンテンツリスト要求処理を終了すると、ステップＥ１に移る。
【０１５８】
　ステップＤ１では、ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４がＤＬＮＡクライアントから、
リモコン３８によって選択されたファイル名のデータ要求を受信するのを待つ。データ要
求は、リモコン３８によって選択されたファイル名のファイルに記憶されるデータの送信
を要求するものである。ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４がＤＬＮＡクライアントから
リモコン３８によって選択されたファイル名のデータ要求、たとえば写真”ＢＢＢ００１
０”データ要求を受信すると、ステップＤ２に進む。写真”ＢＢＢ００１０”データ要求
は、ＤＬＮＡクライアントがＤＬＮＡサーバに、ファイル名「ＢＢＢ００１０」のファイ
ルの画像データの送信を要求するものであり、図１７に示したステップＥ２で送信された
写真”ＢＢＢ００１０”データ要求である。
【０１５９】
　ステップＤ２では、ＤＬＮＡサーバは、ステップＤ１で第１通信部２４によって受信し
たデータ要求が示すファイル名のファイルに記憶される画像データ、たとえばファイル名
「ＢＢＢ００１０」のファイルの画像データを、ＳＤカード４から読み出す。ステップＤ
３では、ＤＬＮＡサーバは、ステップＤ２で読み出した画像データ、つまりファイル名「
ＢＢＢ００１０」のファイルの画像データを、写真”ＢＢＢ００１０”データとして第１
通信部２４によってＤＬＮＡクライアントに送信する。
【０１６０】
　ステップＤ４では、ＤＬＮＡサーバは、第１通信部２４がＤＬＮＡクライアントから、
リモコン３８によって選択されたファイル名のデータ要求を受信するのを待つ。ＤＬＮＡ
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サーバは、第１通信部２４がＤＬＮＡクライアントからリモコン３８によって選択された
ファイル名のデータ要求、たとえば写真”ＢＢＢ００１１”データ要求を受信すると、ス
テップＤ５に進む。写真”ＢＢＢ００１１”データ要求は、ＤＬＮＡクライアントがＤＬ
ＮＡサーバに、フォルダ名「ＢＢＢ００１１」のファイルの画像データの送信を要求する
ものであり、図１７に示したステップＥ１０でで送信された写真”ＢＢＢ００１１”デー
タ要求である。
【０１６１】
　ステップＤ５では、ＤＬＮＡサーバは、ステップＤ４で第１通信部２４によって受信し
たデータ要求が示すファイル名のファイルに記憶される画像データ、たとえばファイル名
「ＢＢＢ００１１」のファイルの画像データを、ＳＤカード４から読み出す。ステップＤ
６では、ＤＬＮＡサーバは、ステップＤ５で読み出した画像データ、つまりファイル名「
ＢＢＢ００１１」のファイルの画像データを、写真”ＢＢＢ００１１”データとして第１
通信部２４によってＤＬＮＡクライアントに送信して、画像送信処理を終了する。
【０１６２】
　ステップＥ１で、ユーザは、写真リスト表示画面、たとえば図１０（ｂ）に示した写真
リスト表示画面６２１に表示された”２００９１２２４クリスマス会”フォルダリストか
らリモコン３８によって所望のファイル名、たとえばファイル名「ＢＢＢ００１０」を選
択する。ステップＥ２で、ＤＬＮＡクライアントは、ステップＥ１で選択されたファイル
名のファイルの画像データのデータ要求、たとえばファイル名「ＢＢＢ００１０」のファ
イルの画像データのデータ要求である写真”ＢＢＢ００１０”データ要求を第２通信部３
４によってＤＬＮＡサーバに送信する。
【０１６３】
　ステップＥ３では、ＤＬＮＡクライアントは、携帯サーバＡつまり携帯端末２のＤＬＮ
Ａサーバから写真”ＢＢＢ００１０”データを第２通信部３４によって受信する。この写
真”ＢＢＢ００１０”データは、図１７に示したステップＤ３で送信された写真”ＢＢＢ
００１０”データである。ステップＥ４で、ＤＬＮＡクライアントは、ステップＥ３で第
２通信部３４によって受信した写真”ＢＢＢ００１０”データを再生する。すなわち、受
信した写真”ＢＢＢ００１０”データ、つまりファイル名「ＢＢＢ００１０」のファイル
の画像データの画像を第２表示部３３に、たとえば図１０（ｃ）に示した写真表示画面６
２２のように表示する。
【０１６４】
　ステップＥ５では、ＤＬＮＡクライアントは、タイマを開始する。具体的には、表示装
置３に含まれるタイマなどの図示しない計時手段によって、所定時間、たとえば５秒の時
間の計時を開始する。ステップＥ６では、操作があったか否かを判定する。タイマが所定
時間を計時してもリモコン３８による操作がなかったとき、ステップＥ７に進み、タイマ
が所定時間を計時する前にリモコン３８による操作があったとき、操作に応じた処理に移
る。操作が、右カーソルキーによる操作のときは、ステップＥ８に進んで次の写真を表示
し、操作が戻るキーによる操作のときは、ステップＣ１６に戻り、コンテンツリスト、た
とえば”２００９１２２４クリスマス会”フォルダリストを、たとえば図１０（ｂ）に示
した写真リスト表示画面６２１のように表示する。
【０１６５】
　ステップＥ７では、ＤＬＮＡクライアントは、タイマを停止する。具体的には、図示し
ない計時手段による計時を停止する。ステップＥ８では、ＤＬＮＡクライアントは、コン
テンツリスト、たとえば”２００９１２２４クリスマス会”フォルダリストから、次番の
情報、たとえば”ＢＢＢ００１１”を取得する。”ＢＢＢ００１１”は、ファイル名「Ｂ
ＢＢ００１１」のことである。ステップＥ９で、ＤＬＮＡクライアントは、ステップＥ８
で取得した次番の情報、たとえばファイル名「ＢＢＢ００１１」のファイルの画像データ
のデータ要求である写真”ＢＢＢ００１１”データ要求を第２通信部３４によってＤＬＮ
Ａサーバに送信する。
【０１６６】
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　ステップＥ１０では、ＤＬＮＡクライアントは、第２通信部３４によって携帯サーバＡ
から写真”ＢＢＢ００１１”データを受信する。この写真”ＢＢＢ００１１”データは、
図１７に示したステップＤ６で送信された写真”ＢＢＢ００１１”データである。ステッ
プＥ１１で、ＤＬＮＡクライアントは、ステップＥ１０で第２通信部３４によって受信し
た写真”ＢＢＢ００１１”データを再生する。すなわち、受信した写真”ＢＢＢ００１０
”データ、つまりファイル名「ＢＢＢ００１０」のファイルの画像データの画像を第２表
示部３３に、たとえば図１０（ｄ）に示した写真表示画面６２３のように表示して、ステ
ップＥ５に戻る。図１７に示したステップＤ１～Ｄ６およびステップＥ１～Ｅ１１は、公
開ステップである。
【０１６７】
　図１８は、携帯端末２が実行する第２のＤＬＮＡ設定処理の処理手順を示すフローチャ
ートである。図１５に示した第１のＤＬＮＡ設定処理では、ファイル名をＤＢに登録する
とき、フォルダ名に基づいて、登録する順序を決定したが、第２のＤＬＮＡ設定処理は、
ファイル名をＤＢに登録するときは、ＳＤなどの記録媒体に記録されている順序、または
本体などの記憶装置に記憶されている順序と同じ順序で登録する。そしてＤＬＮＡクライ
アントからの要求によってコンテンツリストを作成するときに、ＤＢに登録されている公
開順でコンテンツリストを作成する。
【０１６８】
　ユーザが、携帯端末２の第１表示部２３に表示されるメニューからＤＬＮＡ設定の項目
を選択すると、ステップＦ１に移る。ステップＦ１～Ｆ１０，Ｆ１２～Ｆ１６の各処理は
、それぞれ図１５に示したステップＡ１～Ａ１０，Ａ１５～Ａ１９の各処理と同じ処理を
行うので、重複を避けるために説明は省略する。
【０１６９】
　ステップＦ１１では、ＤＬＮＡサーバは、検出したフォルダ以下のファイル、つまり検
出されたフォルダ内のファイルを公開ファイルとしてＤＢに登録して、ステップＦ９に戻
り、他のフォルダについてステップＦ９～Ｆ１１を繰り返す。具体的には、ＤＬＮＡサー
バは、ＳＤなどの記録媒体にファイルが記録されている順序、または本体などの記憶装置
にファイルが記憶されている順序と同じ順序で、ファイルのファイル名をＤＢに登録する
。ＳＤなどの記録媒体にファイルが記録されている順序、または本体などの記憶装置にフ
ァイルが記憶されている順序とは、ＳＤなどの記録媒体または本体などの記憶装置のディ
レクトリ構成、たとえば図８に示したディレクトリ構成５０の順序である。
【０１７０】
　図１９は、携帯端末２が実行する第２のコンテンツリスト送信処理の処理手順および表
示装置３が実行する第２のコンテンツリスト要求処理の処理手順を対応付けて示すフロー
チャートである。第２のコンテンツリスト要求処理および第２のコンテンツリスト送信処
理は、ＤＢが図１８に示した第２のＤＬＮＡ設定処理で設定されているときに実行される
処理であり、ＤＬＮＡサーバは、ＤＬＮＡクライアントからコンテンツリストの送信の要
求があったときに、ＤＢに登録されている公開順でコンテンツリストを作成する。
【０１７１】
　図１６に示した第１のコンテンツリスト送信処理のステップＢ１～Ｂ８は、第２のコン
テンツリスト送信処理でも実行されるが、図１９では省略している。第２のコンテンツリ
スト要求処理では、第１のコンテンツリスト送信処理のステップＢ８が実行された後、ス
テップＧ１に移る。ステップＧ１，Ｇ２，Ｇ６の各処理は、それぞれ図１６に示したステ
ップＢ９～Ｂ１１の各処理と同じ処理を行うので、重複を避けるために説明は省略する。
【０１７２】
　ステップＧ３では、ＤＬＮＡサーバは、フォルダ名をチェックする。具体的には、ＤＬ
ＮＡサーバは、ステップＧ１で受信したフォルダ情報要求のフォルダ名が日付または催し
名を含むか否かをチェックする。ステップＧ４では、ＤＬＮＡサーバは、フォルダ名が日
付または催し名を含むか否かを判定する。フォルダ名が日付または催し名を含むとき、ス
テップＧ５に進み、フォルダ名が日付および催し名のいずれをも含まないとき、ステップ
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Ｇ６に進む。ステップＧ５では、ＤＬＮＡサーバは、ステップＧ２読み出したファイル名
の一覧であるコンテンツリスト、たとえばフォルダ名「２００９１２２４クリスマス会」
のフォルダ内のファイルのファイル名の一覧であるコンテンツリストである”２００９１
２２４クリスマス会”フォルダ情報のファイル名を日付昇順に並べ換える。
【０１７３】
　また、図１６に示した第１のコンテンツリスト要求処理のステップＣ１～Ｃ１１は、第
２のコンテンツリスト要求処理でも実行されるが、図１９では省略している。第１のコン
テンツリスト要求処理のステップＣ１１が実行された後、ステップＨ１に移る。第２のコ
ンテンツリスト要求処理では、ステップＨ１～Ｈ５の各処理は、それぞれ図１６に示した
ステップＣ１２～Ｃ１６の各処理と同じ処理を行うので、重複を避けるために説明は省略
する。図１６に示したステップＣ１２～Ｃ１４または図１９に示したステップＨ１～Ｈ３
は、選択ステップである。図１６に示したステップＢ９～Ｂ１１または図１９に示したス
テップＧ１～Ｇ６は、生成ステップである。
【０１７４】
　このように、上述した実施形態では、携帯端末２が、ＤＢに基づいてコンテンツリスト
を作成して表示装置３に送信し、表示装置３は、携帯端末２から受信したコンテンツリス
トを表示する構成であり、表示装置３がＤＢからコンテンツリストを作成する必要はない
。テレビジョン装置などの表示装置３の処理能力は、パーソナルコンピュータの処理能力
よりも低いので、表示装置３でコンテンツリストを作成することは、第２ＣＰＵ３０にと
って大きな負担になり、優先すべき処理の妨げとなる。処理能力は、たとえば、ＣＰＵの
処理速度、ならびに一時記憶部の記憶容量およびアクセス速度である。
【０１７５】
　また、ＤＢ作成時に、公開順にファイル名を登録しておけば、コンテンツリスト作成時
に並べ換える必要がないので、短時間でコンテンツリストを作成することができる。しか
し、ファイル名を並べ換えることができない他のアプリ、たとえばフォトビューアなどの
アプリとＤＢを共有する場合、コンテンツリスト作成時に並べ換えることにすることによ
って、該他のアプリとＤＢを共有することができる。
【０１７６】
　さらに、写真の画像データのファイルである写真ファイルは、撮影されたものを整理す
るときに同一テーマ、あるいは同一イベントのものをフォルダごとにまとめることが一般
的である。写真ファイルは、写真の画像データのファイルである。画像表示システム１は
、このように整理されたフォルダ、具体的には、日付、クリスマス会などの催し名が含ま
れるフォルダにある複数の写真ファイルを、ネットワークに接続されたテレビジョン装置
でリモートコントロール操作によって閲覧するとき、テレビジョン装置で一枚ずつ選択し
たり、表示順序を予め設定したりすることなく、クリスマス会の始まりに撮影した写真か
ら、撮影した順序で、テレビジョン装置の画面一杯に表示することができる。
【０１７７】
　フォルダごとに整理されていない写真を見るときには、新しいものから順次たどりなが
ら、テレビジョン装置に表示することによって、携帯端末２で操作するときと同様の順序
で閲覧することができ、目的のものを見つける際などに有用である。
【０１７８】
　また、他にも、フォルダ名を予め定める命名規則に従って命名することによって、たと
えばフォルダ名に制御用のキーワードを含ませることによって、公開するファイルを、表
示順序・リスト順を日付昇順、日付降順、あるいはあいうえお順などに指定することがで
き、ファイルの特性にあった順序でネットワーク上に公開することが可能となる。
【０１７９】
　上述した実施形態では、携帯端末２でＤＬＮＡサーバがＤＢを作成するときに登録する
公開順は、製品出荷時には予め設定されており、製品出荷後は固定である。製品出荷後に
もＤＢへの公開順の登録を変更可能とするために、たとえば携帯端末２のメーカを識別す
るためのメーカ識別情報ごとに、フォルダ名に含まれる日付もしくは催し名またはキーワ
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ードに対する公開順を定めた公開順情報を予め生成して、ＤＬＮＡサーバのプログラムと
ともに第１記憶部２１に記憶しておく。そして、ＤＬＮＡサーバは、ＤＢを作成するとき
、携帯端末２のメーカ識別情報を、携帯端末２のハードウエア、たとえば第１記憶部２１
から読み出し、読み出したメーカ識別情報に対応する公開順情報に基づく公開順をＤＢに
登録するようにしてもよい。
【０１８０】
　携帯端末２のメーカ識別情報の代わりに、表示装置３が内蔵するＤＬＮＡクライアント
のプログラムのメーカのメーカ識別情報を用いることも可能である。この場合、メーカ識
別情報は、表示装置３から取得する。
【０１８１】
　上述した実施形態では、第１ＣＰＵ２０で実行されるプログラムは、第１記憶部２１に
記憶され、実行時に、第１記憶部２１から読み出されて第１一時記憶部２２に記憶され、
また、第２ＣＰＵ３０で実行されるプログラムは、第２記憶部３１に記憶され、実行時に
、第２記憶部３１から読み出されて第２一時記憶部３２に記憶される。しかしながら、プ
ログラムが記憶されるのは、第１記憶部２１および第２記憶部３１などの記憶装置に限定
されるものではなく、第１ＣＰＵ２０および第２ＣＰＵ３０などのコンピュータで読取り
可能な記録媒体に記録しておき、実行時に、この記録媒体から読み出して第１一時記憶部
２２および第２一時記憶部３２に記憶させる構成であってもよい。記録媒体は、たとえば
図示しない外部記憶装置としてプログラム読取装置を設け、そこに記録媒体を挿入するこ
とによって読取り可能な記録媒体であってもよいし、あるいは他の装置の記憶装置であっ
てもよい。
【０１８２】
　いずれの記録媒体であっても、記憶されているプログラムがコンピュータからアクセス
されて実行される構成であればよい。あるいはいずれの記録媒体であっても、プログラム
が読み出され、読み出されたプログラムが、第１一時記憶部２２および第２一時記憶部３
２に記憶されて、そのプログラムが実行される構成であればよい。さらに通信ネットワー
クを介して他の装置からダウンロードされて第１一時記憶部２２および第２一時記憶部３
２に記憶させてもよい。ダウンロード用のプログラムは、予め第１記憶部２１および第２
記憶部３１に記憶しておくか、あるいは別な記録媒体から第１一時記憶部２２および第２
一時記憶部３２にインストールしておく。
【０１８３】
　本体と分離可能に構成される記録媒体は、たとえば磁気テープ／カセットテープなどの
テープ系の記録媒体、フレキシブルディスク／ハードディスクなどの磁気ディスクもしく
はＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk Read Only Memory）／ＭＯ（Magneto Optical disk）／
ＭＤ（Mini Disc）／ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）などの光ディスクのディスク系
の記録媒体、ＩＣ（Integrated Circuit）カード（メモリカードを含む）／光カードなど
のカード系の記録媒体、またはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ（Erasable Programmable Read
 Only Memory）／ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read Only 
Memory）／フラッシュＲＯＭなどの半導体メモリを含む固定的にプログラムを担持する記
録媒体であってもよい。したがって、本発明は、コンピュータに画像表示方法の各ステッ
プを実行させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体として
提供することができる。
【０１８４】
　このように、第１一時記憶部２２は、データを公開する表示装置３で公開するための複
数の公開データを、各公開データを識別するためのファイル名と対応付けて、かつ前記複
数の公開データを個別のフォルダ名が付与された複数のフォルダに分けて記憶するととも
に、各フォルダのフォルダ名を記憶する。第１ＣＰＵ２０および第１通信部２４は、第１
一時記憶部２２に記憶されるフォルダ名を読み出し、読み出したフォルダ名を表示装置３
に送信する。第１ＣＰＵ２０および第１通信部２４は、第１ＣＰＵ２０および第１通信部
２４によって送信されたフォルダ名の中から選択されたフォルダ名を表示装置３から受信
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する。第１ＣＰＵ２０は、第１ＣＰＵ２０および第１通信部２４によって受信されたフォ
ルダ名が示すフォルダに分けられた公開データのファイル名を第１一時記憶部２２から読
み出し、読み出したファイル名を、前記受信されたフォルダ名に基づいて定まる公開順に
従って配列したコンテンツリストを生成する。そして、第１ＣＰＵ２０および第１通信部
２４は、第１ＣＰＵ２０によって生成されたコンテンツリストを表示装置３に送信する。
【０１８５】
　したがって、フォルダ名などのフォルダ識別情報に含まれる情報に応じて公開データの
公開順序を制御することができるので、画像などのデータをネットワークに接続された別
の装置に公開するとき、どのような順序で公開するかを簡単に変更することができる。
【０１８６】
　さらに、第１一時記憶部２２は、各公開データが生成された日時を表す日時情報を記憶
する。第１一時記憶部２２に記憶されるフォルダ名は、公開データが生成された日付を含
むフォルダ名と、日付を含まないフォルダ名とがある。そして、第１ＣＰＵ２０は、前記
受信されたフォルダ名が日付を含むとき、ファイル名を第１一時記憶部２２に記憶される
日時情報が示す日時の昇順に配列したコンテンツリストを生成し、前記受信されたフォル
ダ名が日付を含まないとき、ファイル名を第１一時記憶部２２に記憶される日時情報が示
す日時の降順に配列したコンテンツリストを生成する。したがって、フォルダ名、たとえ
ばフォルダ名に日付、たとえば年月日を含ませておくことによって、そのフォルダに含ま
れる公開データを生成した順序で表示することができる。
【０１８７】
　さらに、第１一時記憶部２２は、各公開データが生成された日時を表す日時情報を記憶
する。第１一時記憶部２２に記憶されるフォルダ名は、催しの名称を表す催し名を含むフ
ォルダ名と、催し名を含まないフォルダ名とがある。そして、第１ＣＰＵ２０は、前記受
信されたフォルダ名が催し名を含むとき、ファイル名を第１一時記憶部２２に記憶される
日時情報が示す日時の昇順に配列したコンテンツリストを生成し、前記受信されたフォル
ダ名が催し名を含まないとき、ファイル名を第１一時記憶部２２に記憶される日時情報が
示す日時の降順に配列したコンテンツリストを生成する。したがって、フォルダ識別情報
フォルダ名などのフォルダ識別情報に催し名称を含ませておくことによって、そのフォル
ダに含まれる公開データを生成した順序で表示することができ、ストーリー性を損なうこ
とがない。
【０１８８】
　さらに、第１一時記憶部２２に記憶されるフォルダ名は、キーワードを含むフォルダ名
と、キーワードを含まないフォルダ名とがある。第１ＣＰＵ２０は、前記受信されたフォ
ルダ名がキーワードを含むとき、ファイル名をキーワードに基づいて定まる公開順に従っ
て配列したコンテンツリストを生成するので、フォルダ名などのフォルダ識別情報にキー
ワードを含ませておくことによって、そのフォルダに含まれる公開データを生成した順序
または生成した順序と逆の順序で表示することができる。
【０１８９】
　さらに、第１一時記憶部２２は、各携帯端末装置を製造したメーカを識別するメーカ識
別情報を記憶する。そして、前記受信されたフォルダ名に基づいて定まる公開順は、第１
一時記憶部２２に記憶されるメーカ識別情報に基づいて設定されるので、メーカの異なる
携帯端末２ごとに異なる表示順序で表示することができる。
【０１９０】
　さらに、第１一時記憶部２２に記憶される公開データは、画像を表す画像データである
。そして、フォトビューアは、第１一時記憶部２２に記憶されるフォルダ名の中から選択
されるフォルダ名が示すフォルダに分けられた画像データを、前記受信されたフォルダ名
に基づいて定まる公開順とは異なる予め定める基準に基づいて定まる配列順序、たとえば
日付降順で表示する。したがって、フォトビューアなどの画像表示手段の表示順序を独立
に設定することができる。
【０１９１】
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　さらに、データを公開する表示装置３と、表示装置３で公開するための複数の公開デー
タを、各公開データを識別するためのファイル名と対応付けて、かつ前記複数の公開デー
タを個別のフォルダ名が付与された複数のフォルダに分けて記憶するとともに、各フォル
ダのフォルダ名を記憶する携帯端末２とを含む画像表示システム１で情報を公開するにあ
たって、表示装置３は、携帯端末２に記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォル
ダ名の中から公開すべきフォルダのフォルダ名を選択する。携帯端末２は、表示装置３が
選択したフォルダ名が示すフォルダに分けられた公開データのファイル名を、該選択した
フォルダ名に基づいて定まる公開順に従って配列したコンテンツリストを生成する。そし
て、表示装置３は、携帯端末２が生成したコンテンツリストに配列された公開順で公開デ
ータを順次公開する。
【０１９２】
　したがって、フォルダ識別情報フォルダ名などのフォルダ識別情報に含まれる情報に応
じて公開データの公開順序を制御することができるので、画像などのデータをネットワー
クに接続された別の装置に公開するとき、どのような順序で公開するかを簡単に変更する
ことができる。
【０１９３】
　さらに、データを公開する表示装置３と、表示装置３で公開するための複数の公開デー
タを、各公開データを識別するためのファイル名と対応付けて、かつ前記複数の公開デー
タを個別のフォルダ名が付与された複数のフォルダに分けて記憶するとともに、各フォル
ダのフォルダ名を記憶する携帯端末２とを含む画像表示システム１で情報を公開するにあ
たって、図１６に示したステップＣ１２～Ｃ１４または図１９に示したステップＨ１～Ｈ
３では、表示装置３が、携帯端末２に記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォル
ダ名の中から公開すべきフォルダのフォルダ名を選択する。図１６に示したステップＢ９
～Ｂ１１または図１９に示したステップＧ１～Ｇ６では、携帯端末２が、図１６に示した
ステップＣ１２～Ｃ１４または図１９に示したステップＨ１～Ｈ３で選択されたフォルダ
名が示すフォルダに分けられた公開データのファイル名を、該選択されたフォルダ名に基
づいて定まる公開順に従って配列したコンテンツリストを生成する。そして、図１７に示
したステップＤ１～Ｄ６およびステップＥ１～Ｅ１１では、表示装置３が、図１６に示し
たステップＢ９～Ｂ１１または図１９に示したステップＧ１～Ｇ６で生成されたコンテン
ツリストに配列された公開順で公開データを順次公開する。
【０１９４】
　したがって、フォルダ名などのフォルダ識別情報に含まれる情報に応じて公開データの
公開順序を制御することができるので、画像などのデータをネットワークに接続された別
の装置に公開するとき、どのような順序で公開するかを簡単に変更することができる。
【０１９５】
　さらに、データを公開する第２表示部３３と、第２表示部３３で公開するための複数の
公開データを、各公開データを識別するためのファイル名と対応付けて、かつ前記複数の
公開データを個別のフォルダ名が付与された複数のフォルダに分けて記憶するとともに、
各フォルダのフォルダ名を記憶する第１一時記憶部２２と、第１ＣＰＵ２０および第２Ｃ
ＰＵ３０とを含む画像表示システム１に含まれる第１ＣＰＵ２０および第２ＣＰＵ３０に
、第１一時記憶部２２に記憶されるフォルダ情報を表示し、表示したフォルダ名の中から
公開すべきフォルダのフォルダ名を選択する選択ステップと、選択ステップで選択された
フォルダ名が示すフォルダに分けられた公開データのファイル名を、該選択されたフォル
ダ名に基づいて定まる公開順に従って配列したコンテンツリストを生成する生成ステップ
と、生成ステップで生成されたコンテンツリストに配列された公開順で公開データを順次
第２表示部３３に公開する公開ステップとを実行させるためのプログラムとして提供する
ことができる。
【０１９６】
　さらに、前記プログラムを記録したコンピュータ読取り可能な記録媒体として提供する
ことができる。
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【符号の説明】
【０１９７】
　１　画像表示システム
　２　携帯端末
　３　表示装置
　４　ＳＤカード
　２０　第１ＣＰＵ
　２１　第１記憶部
　２２　第１一時記憶部
　２３　第１表示部
　２４　第１通信部
　２５　第１音声出力部
　２６　音声入力部
　２７　電話網通信部
　２９　操作部
　３０　第２ＣＰＵ
　３１　第２記憶部
　３２　第２一時記憶部
　３３　第２表示部
　３４　第２通信部
　３５　第２音声出力部
　３６　チューナ
　３７　赤外線受光部
　３８　リモコン
　２７１　第１アンテナ
　２９１　カーソルキー
　２９２　決定キー
　２９３　戻るキー
　２９４　終了キー
　３６１　第２アンテナ
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